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回

覧

本紙は女性!こよる平和と平等を推進します

灼
〆
と
一
言
っ
て
い
る
が
、
国
民
が
や

れ
ば
強
迫
と
同
じ
と
と
」
と
話
し
、

自
民
党
は
、
リ
ク
ル
ー
ト
の
け
じ
め

を
つ
け
て
い
な
い
と
と
を
強
調
、
リ

ク
ル
ー
ト
の
懲
底
究
明
を
第
一
と
考

え
て
い
る
と
い
う
の
は
、
日
本
社
会

党
の
野
田
哲
さ
ん
(
参
)
。

政
治
倫
理
三
法
案
の
法
制
化
を
考

え
て
い
る
と
雷
い
、
資
実
ム
開
は
、

政
治
家
本
人
だ
切
で
な
く
、
国
偶
者

さ

ま

ざ

ま

な

課

題

が

山

積

す
る
中
で
、
十
八
日
、
投

票

が

行

わ

れ

る

第

三

十

九

回

総

選

挙
。
こ
れ

を

前

に
、
ん
(
前

・
警
は
「
現
行
廃
止
だ
が
、
ゃ
、
同
居
の
親
族
に
も
及
ぶ
べ
き
で
、

各

党

が

ど

の

よ

う

な

政

策

を

持

っ
て

い

る

の

か

を

聞

こ

う

と

い

う

「
第
三
十

九

回

総

選

挙

を

前

に

各
党

に
二
年
後
く
ら
い
に
新
し
い
税
制
を
考
政
治
倫
理
委
員
会
を
つ
く
り
審
査

政

策

を

き

く

会
」
が
、
一

目

、

東

京

・

永

田

町

の
衆

議

院

第

二

議

員

会

館

で

聞

か

れ

た

。

え

て

い

る

。

を

、

と

話

し

た

。

「
政
治
倫
理
」
は
、
リ
ク
ル
ー
ト
民
社
党
時
政
治
改
革
の
基
本
は

士
市
耀
し
た
の
は
、
日
本
青
年
団
協
比
例
代
表
制
、
定
数
是
正
、
小
選
挙
方
は
大
雪
讐
報
が
出
さ
れ
た
ほ
ど
の
た
と
言
、
っ
。
事
件
を
例
に
と
り
、
日
本
に
は
金
権
政
徳
交
替
が
あ
る
乙
と
。
一
党
が
何

議
会
、
全
菌
地
域
婦
人
団
体
連
絡
協
区
制
に
さ
れ
た
時
に
、
反
対
の
取
大
荒
れ
の
天
気
模
織
で
は
あ
っ
た
現
行
の
消
費
税
に
つ
い
て
は
、
各
政
治
の
根
が
は
び
と
っ
て
る
と
と
を
十
年
も
政
権
を
と
っ
て
い
る
と
、
行

議
会
、
日
本
婦
人
有
権
者
同
盟
、
主
り
組
み
を
し
て
い
る
。
が
、
白
本
共
産
党
、
社
会
民
主
連
合
、
党
と
も
、
お
お
む
ね
H

廃
止
H

と
い
危
倶
す
る
発
言
が
多
か
っ
た
。
政
と
の
癒
着
が
出
て
く
る
。
今
度
の

婦
連
合
会
、
理
想
選
挙
推
円
進
市
民
の
こ
の
臼
の
H

き
く
会
H

は
、
あ
ち
公
明
党
、
日

本

社

会

党

、

民

社

党

の

う

態

度

を

明

言

。

共

産

党

は

、

団

体

・
企
業
献
金
、
選
挙
は
、
消
費
税
の
決
着
を
ど
う
つ

会
の
五
団
体
で
栂
成
す
る
「
選
挙
法
か
じ
め
各
党
に
示
し
て
い
た
「
政
治
五
党
か
ら
政
策
を
聞
く
と
と
が
で
き
共
産
党
の
吉
川
春
子
さ
ん
(
参
)
未
公
開
株
譲
渡
な
ど
の
全
面
禁
止
、
け
る
か
、
政
治
交
替
の
道
が
拓
け
る

改
正
還
動
協
議
会
」
(
東
京
・
代
々
倫
理
に
つ
い
て
」
「
消
費
税
」
「
環
た
。
は
、
「
自
民
党
は
、
二
重
の
見
直
し
資
産
公
開
な
ど
八
項
目
の
緊
急
提
案
t

か
だ
」
と
揺
し
な
が
ら
も
、
企
業
献

木
)
。
境
問
題
」
「
被
爆
者
援
護
法
」
の
四
な
お
、
進
歩
党
は
、
雪
の
た
め
出
案
を
出
し
て
き
た
が
、
土
台
が
悪
い
を
出
し
て
い
る
。
金
に
対
し
て
は
、
「
企
業
も
社
会
を

同
協
墾
吾
、
一
九
六
一
年
四
月
項
目
に
対
し
て
各
党
の
政
策
を
聞
先
か
ち
東
京
に
戻
れ
ず
急
き
ょ
欠
の
だ
か
ち
見
直
し
し
て
も
よ
く
な
る
「
政
治
腐
敗
防
止
法
の
よ
う
な
、
構
成
す
る
存
在
で
あ
る
」
と
、
暗
に

二
十
日
に
結
成
。
と
れ
ま
で
に
、
有
き
、
参
加
者
か
ろ
の
質
疑
事
-
行
う
と
席
。
自
由
民
主
党
は
、
同
協
議
会
が
は
ず
は
な
い
。
消
費
税
は
、
高
齢
化
罰
則
の
あ
る
規
程
が
必
要
」
と
言
う
企
業
献
金
を
惚
め
る
発
言
。

権
者
の
側
か
ら
見
て
、
選
挙
法
が
改
い
う
形
で
進
め
ら
れ
た
。
当
日
ま
で
交
渉
し
た
が
H

行
か
れ
る

社
会
の
た
め
に
必
要
と
い
う
の
は
、
の
は
、
社
民
連
。
政
策
審
機
会
の
資
と
れ
に
対
し
て
、
日
本
婦
人
有
権

懇
|
選
挙
運
動
期
間
の
短
縮
、
参
院
選
挙
の
公
一
示
前
、
し
か
も
東
京
地
人
は
い
な
い
H

と
の
理
由
で
断
わ
っ
自
民
党
の
P
R
に
過
ぎ
ず
、
大
型
間
産
公
聞
は
、
全
国
会
議
員
に
、
法
律
者
同
盟
の
松
浦
三
知
子
さ
ん
は
「
社

世
間
税
の
導
入
は
、
軍
備
費
の
財
源
づ
で
義
務
付
け
る
べ
き
、
と
言
う
。
会
を
構
成
す
る
一
貫
で
あ
っ
て
も
、

く
り
で
あ
る
と
と
は
、
渡
辺
政
調
会
ま
た
、
公
明
党
の
及
川
順
郎
さ
ん
企
業
に
選
挙
梅
は
な
い
」
と
厳
し
い

長
の
発
言
か
ち
み
て
も
明
白
」
と
し
、
は
「
四
党
共
同
で
出
し
た
政
治
倫
理
コ
メ
ン
ト
を
添
え
た
。

消
資
税
廃
止
は
国
民
の
民
憲
。
消
費
に
関
す
る
基
本
要
綱
の
法
制
度
実
現
環
境
に
つ
い
て
は
、
各
党
と
も
フ

税
よ
り
も
、
法
人
、
特
に
多
国
籍
企
に
む
け
て
頑
張
り
た
い
」
と
言
い
、
ロ
ン
ガ
ス
、
地
球
温
暖
化
、
熱
情
雨

業
に
対
し
て
の
課
税
、
土
地
乙
ろ
が
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
政
治
家
の
金
林
、
ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど
を
例
に
と
り
、

し
、
株
の
売
買
な
ど
に
よ
る
H
大
儲
の
出
し
入
れ
で
H

入
H

の
部
分
を
律
前
向
き
に
取
り
組
む
姿
勢
を
示
し

け
N

か
ら
税
金
を
と
る
よ
う
に
す
る
し
て
い
く
と
と
に
期
待
で
き
る
、
と
た
。

乙

と

、

と

一

吉

田

う

。

言

う

。

被

爆

者

綾

綾

皆

に

つ

い

て

も

間

緩

各
党
と
も
、
消
費
税
廃
止
の
た
め
「
三
百
億
円
献
金
に
つ
い
て
自
民
で
、
参
議
院
で
可
決
し
た
が
、
衆
議

に
は
、
与
野
党
逆
転
が
必
至
と
い
う
党
は
、

H

自
由
社
会
を
守
る
た
め
。
院
で
時
間
切
れ
廃
案
に
な
っ
た
が
、

考
え
。
た
だ
、
民
社
党
の
河
村
勝
さ
白
動
車
、
電
気
業
界
の
減
税
の
見
返
次
の
国
会
で
は
是
非
可
決
し
た
い
旨

を
明
ら
か
に
し
た
。

企
業
に
は
選
挙
権
な
し

環
境
問
題
に
は
積
極
的
姿
勢

ホヒ方シマJレ園迎棟式会柱

選挙法改正運動協議会を
構成する 5団体の主催で

朝
、
ね
ぼ
け
ま
な
と
で
T
Vを
つ

け
る
と
、
日
本
の
古
い
!
テ
レ
ビ

・

ア
ニ
メ
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本

で
の
題
名
は
『
め
ぞ
ん
一
刻
』
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
主
人
公
は
H

ロ
ミ

オ
H

と
H

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
μ

と
名
前

を
変
え
、
フ
ラ
ン
ス
語
房
藻
っ
て
い

ま
す
。
乙
た
つ
に
入
っ
て
み
か
ん
を

食
べ
て
い
る
主
人
公
還
が
、
流
暢
な

フ
ラ
ン
ス
語
で
会
話
を
し
て
い
る
の

を
売
る
の
は
、
何
と
も
不
思
議
な
感

じ
で
す
。
そ
う
い
え
ば
、
『
鉄
腕
ア

ト
ム
』
は
『
ア
ス
ト
ロ

・
ボ
1
イ』

の
名
前
で
登
場
し
て
い
ま
し
た
。
日

本
の
ア
ニ
メ
は
、
世
界
中
の
テ
レ
ビ

で
放
映
さ
れ
て
い
る
よ
害
、
す
。
昔
、

ア
メ
リ
カ
製
の
ア
ニ
メ
や
テ
レ
ビ
番

組
が
日
本
語
に
吹
き
一替
え
ち
れ
、
日

本
の
テ
レ
ビ
に
あ
ふ
れ
で
い
た
時
の

よ
う
で
す
。
制
作
目闘
が
安
く
つ
く
と

い
う
利
点
の
他
に、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

商
品
を
売
り
込
も
、
つ
と
い
う
商
涜
も

見
唱え
隠
れ
し
て
い
ま
す
。

日
本
製
や
ア
メ
リ
カ
製
の
ア
ニ
メ

漬
け
の
子
供
遣
を
見
て
、
独
自
の
文

化
が
脅
か
さ
れ
る
と
心
配
す
る
大
人

も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト

・

ア
ニ
メ
に
見
る
暴
力
シ
l
ン
も
心
聞

の
種
の
よ
う
で
す
。

番
組
の
中
で
は
、
制
服
を
着
た
学

生
の
集
団
が
登
場
し
た
り
、
畳
敷
き

の
部
屋
で
お
辞
儀
を
繰
り
返
す
シ
ー

ン
が
あ
っ
た
り
、
生
の
日
本
文
化

(?
)
が
次
々
と
登
場
し
ま
す
。
子

供
た
ち
は
、
こ
う
し
た
設
定
の
中
に

異
和
感
を
感
じ
と
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
日
本
の
「
子
供

た
ち
」
が
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ニ
メ
の

中
に
ア
メ
リ
カ
文
化
を
感
じ
と
っ
て

い
た
よ
う
に
、
日
本
文
化
を
感
じ
と

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

聞
く
と
乙
ろ
に
よ
る
と
、
日
本
製

ア
ニ
メ
と
言
っ
て
も
、
制
作
の
多
く
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今

回

の

選

挙

で

も

最

大

の

争

点

と

の

ど

ち

ら

か

言
わ
れ
る
消
費
税
。
こ
れ
に
つ
い
て
を
遺
沢
す
る
方
式
で
、
要
求
や
意
見

国
民
が
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
を
知
も
・
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ろ
う
と
、
「
消
費
税
廃
止
を
も
と
め
投
票
総
数
は
八
十
九
万
二
百
七
十

る
国
民
投
票
」
が
、
先
月
一
月
十
五
九
遇
。
そ
の
、

2
2の
九

0
・
九
必
を

日
i
三
十
一
日
ま
で
の
約
二
週
間
で
占
め
る
八
十
万
八
千
八
十
名
が
H

廃

行
わ
れ
た
が
、
そ
の
投
察
結
果
が
、
止
ヘ

μ
存
続
H

と
し
た
人
は
、
九

・

二
日
、
主
婦
会
館
で
発
表
さ
れ
た
。
一
一
物
に
過
ぎ
ず
、
消
費
税
廃
止
の
声

と
の
国
民
投
票
は
、
消
費
者
、
市
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

民
、
事
業
者
、
労
働
団
体
な
ど
三
百
と
の
投
票
で
、
福
岡
と
栃
木
の
み

三
十
八
団
体
で
縛
成
す
る
「
消
費
税
が
、
廃
止
か
見
直
し
存
続
か
で
投
票

廃
止
を
も
と
め
る
国
民
投
票
実
行
委
を
行
い
、
そ
の
結
果
現
行
存
続
の
人

員
会
」
が
、
十
都
府
県
で
実
施
。
各
は
、
数
が
少
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
問

団
体
を
通
し
て
按
票
を
依
頼
し
た
ほ
実
行
委
員
会
で
は
、

μ
存
続
μ

に
丸

か
、
東
京
で
は
、
二
十
三
区
、
多
摩
を
つ
け
た
人
で
も
、
見
直
し
を
含
め

地
区
な
ど
で
街
頭
に
立
ち
、
投
票
を
て
の
意
向
で
あ
り
、
H

廃
止
H

九
0
・

呼
び
か
け
集
め
た
。
九
物
の
デ
!
タ
は
、
国
民
の
声
に
近

乙
の
投
票
震
は
、
が
議
械
的
い
の
で
は
、
と
分
析
し
て
い
る
。

削
九
%
が
廃
止
を
望
む

消費税廃止をもとめる

国民投票の結果発表
338団体が'10都道府県で実施

A
H
-
R
A
M

一
九
七
C
年一

代
、
韓
国
へ
進
出
し
た
一

日
本
の
企
業
が
、
韓
国
一

の
賃
金
が
あ
が
っ
て
き
一

た
の
で
、
赤
字
に
な
る
一

と
工
場
を
閉
鎖
、
撤
退
一

し
た
。
数
百
人
の
女
子
一

労
働
者
は
、
フ
ァ
y

ク一

ス
で
解
雇
を
、
星
目
さ
れ
た
。
一
社
だ
一

け
の
話
で
は
な
い
。
い
ま
、

三
社
の
一

組
合
の
代
表
た
ち
が
来
日
し
て
抗
議
一

行
動
を
お
乙
し
て
い
る
。

一

-
R
A
H
-
R
鱒
園
女
性
労
働
者
を
支
援
一

し
よ
う
と
い
う
ア
ッ
ピ
ー
ル
が
来
一

た
。
も
ち
ろ
ん
異
議
は
な
い
し
、
貧
一

者
の

一
灯
を
出
そ
う
と
思
う
が
、

気
一

が
重
い
。
そ
れ
は
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
二

枚
な
ど
と
い
う
非
礼
は
許
せ
な
い
一

し
、
今
ま
で
も
う
け
て
き
て
:
:
と
一

い
う
い
い
分
も
わ
か
る
が
、

=一
朴
の
一

経
営
者
問
題
だ
け
で
は
な
い
、

H

日一

本
の
繁
栄
の
梅
造
H

を
ず
っ
し
り
感
一

す
。

じ
る
の
だ
。

一

リ
ク
ル
ー
ト
汚
職
発
覚
後
も
依
然
一
合
合
会
こ
の
三
社
の
『

2
つ
二
社
は
一

と
し
て
園
会
の
政
治
改
革
は
な
お
ざ
一
電
機
部
品
の
製
造
、

一
社
は
ス
キ
1
一

り
に
さ
れ
、
被
告
も
含
め
多
数
の
汚
一
手
袋
製
造
で
あ
る
。
つ
ま
り
典
型
的
一

職
議
員
が
H

み
そ
ぎ
H

と
称
レ
て
立
一
中
規
模
企
業
、
下
う
け
メ
ー
カ
ー
で
一

候
補
を
予
定
し
て
い
ま
す
。そ
の
上
、
一
あ
る
。
日
本
の
大
企
業
は
下
う
げ
を
一

多
額
の
資
金
を
強
引
に
調
達
し
、
な
一

H

合
理
的
に
が
|
|
つ
ま
り
徹
底
的
一

り
ふ
り
構
わ
ぬ
金
権
選
挙
に
走
っ
て
一
に
安
く
つ
か
う
と
ど
で
安
泰
を
保
三

い
ま
す
。

一
て
き
た
。
下
う
け
は
安
い
労
働
力
を
一

私
た
ち
は
政
治
倫
理
の
確
立
を
期
一
痩
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
ず
労
働
力
一

し
、
汚
職
に
関
係
し
た
候
補
者
に
は
一
を
韓
国
、
台
湾
に
求
め
、
両
国
の
世
間
一

絶
対
に
投
票
し
な
い
さ
之
定
催
者
に
一
金
水
準
が
あ
が
っ
た
い
ま
、
中
国
や
一

強
く
訴
え
ま
す
」
一
東
南
ア
ジ
ア
に
う
つ
し
て
い
る
。
そ一

汚
職
に
関
係
し
た
候
繍
者
に
投
票
一
ち
ら
の
労
貨
が
あ
が
れ
ば
、
ま
た
、
一

を
し
な
い
運
動
泰
子
J

す
め
る
会
(
日
一
同
じ
こ
と
が
お
こ
る
だ
ろ
う
。

一

本
生
逼
協
同
組
合
連
合
会
、
日
本
青
一

*

A
M
-
阿部
品
や
衣
料
だ
け
で
は
な
一

年
団
協
議
会
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
帰
一
い
。
茶
の
閣
を
に
ぎ
わ
す
テ
レ
ビ
の
一

人
矯
風
会
、
日
本
消
費
者
連
盟
、
臼
一
ア
ニ
メ
。
あ
れ
の
彩
色
が
東
南
ア
ジ
一

本
キ
リ
ス
ト
教
女
子
青
年
会
、
日
本
一
ア
で
行
わ
れ
て
い
る
の
を
ご
存
知
だ
一

婦
人
有
権
者
同
盟
、
東
京
都
地
域
婦
一
ろ
う
か
。
ア
ニ
メ
に
は
ぼ
う
大
な
人
一

入
団
体
連
盟
、
東
京
都
地
域
消
費
者
一
手
と
手
間
が
い
る
の
だ
が
、
テ
レ
ビ
一

団
体
連
絡
会
、
理
想
選
挙
推
進
市
民
一
局
が
出
す
金
は
ま
と
と
に
少
な
い
。
一

の
会
、
車
の
実
会
、
主
婦
連
合
会
、
一
彩
色
は
主
婦
の
内
戦
が
多
か
っ
た
一

建
築
公
害
対
策
市
民
連
合
)
一
が
、
一
日
が
ん
ば
っ
て
も
三
千
円
く
一

一
ら
い
。
や
る
人
が
へ
り
、
東
南
ア
ジ
一

一
ア
に
出
し
て
も
間
に
あ
わ
ず
、
声
の
一

一
ふ
き
こ
み
の
と
き
、
闘
が
で
き
て
い
一

一
な
い
と
い
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
と
一

一
い
う
。

一I
l
l
i
-
-

一

台
育
会
日
本
の
繁
栄
は
弱
い
部
分
一
閣
内
且

一
を
切
り
槍
て
た
つ
え
に
な
り
た
っ
て
一
戸
院
凶

一
き
た
。
ツ
ケ
を
も
ろ
に
う
け
る
下
う
函

ω4
c

一
け
は
、
自
ら
の
生
き
残
り
の
た
め
に
雪

斗

山

一
も
っ
と
弱
い
と
と
ろ
|
ア
ジ
ア
の
一
当

吋

-2

一
労
働
者
を
切
る
。

5し
た
壁
の
自

国

守

一
中
で
、
も
っ
と
も
利
益
妻
げ
て
い

吾

ヒ

ιーヘ

一
る
と
と
ろ
が
手
を
汚
さ
ず
、
ぬ
く
ぬ
一
圃
噌
，
』
7

係

一

長

F
凶

S

一
く
と
し
て
い
る
と
と
に
怒
り
を
覚
え
一
噌
，
ぺ
咽

赤
金

一

一

同

ri岨
区
ト

一る
。
そ
し
て
、
私
た
ち
日
本
人
が
、
一

Fμi引
幽

巷

一

面
d
・

孟

甑
口
車

一
大
き
い
か
小
さ
い
か
の
差
は
あ
っ
て
一
司
団
匂
副

京
本

百
繁
栄
の
お
こ
ぼ
れ
に
字
か
っ

面

言

語

一
て
い
る
と
と
に
、
胸
痛
む
思
い
が
す
一
回
一一三
品

問
内

一

一

F
ト一口
圃
干

・

一る
。

-
E
B
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汚
職
候
補
に
投
票
す
る
な

日
本
婦
人
有
権
者
同
盟
な
ど
十
三

団
体
で
構
成
す
る
「
汚
職
に
関
係
し

た
候
補
者
に
投
票
し
な
い
運
動
が
す

す
め
る
会
」
(
代
表
世
話
人
・
中
林

貞
男
臼
本
生
活
協
同
墾
口
連
合
会
名

面
会
長
)
は
、
一
月
三
十
一
日
「
ス

ト
ッ
プ

・
ザ
・
汚
職
議
員
の
会
」
の

会
合
を
聞
き
、
総
選
挙
に
向
け
て
声

明
を
発
表
し
た
。

今
回
の
総
選
挙
で
は
、
起
訴
、
裁

判
中
の
被
告
も
含
め
、
数
十
名
の
リ

ク
ル
ー
ト
汚
職
に
か
か
わ
っ
た
と
み

な
さ
れ
る
前
議
員
が
立
候
補
を
決
め

て
い
る
。
会
合
は
「
汚
職
候
補
者
に

投
票
す
る
な
」
、
ま
た
、
金
権
政
治
、

全
権
選
挙
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
よ
う

と
訴
え
る
た
め
に
、
選
挙
前
に
、
緊

急
に
も
た
れ
た
も
の
だ
。

中
林
代
表
世
話
人
は
「
最
近
の
政

治
の
一
様
相
は
、
汚
職
、
金
格
政
治
が

す
す
み
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
の
時
以
上
に

深
刻
だ
。
今
回
も
リ
ク
ル
ー
ト
汚
職

関
係
者
が
ぷ
そ
ず
の
機
会
だ
と

立
候
補
し
て
い
る
。
と
の
事
態
を
無

視
す
る
乙
と
は
で
き
ぬ
」
と
あ
い
さ

つ
。
各
団
体
、
約
三
十
名
の
参
加
者

竺
署
長

ョ

忽巧
J
v
b
e

持
ノ
ゆ

dq/ 

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・

汚
職
議
員
の
会

総
選
挙
に
向
け
声
明

か
ら
意
見
が
相
次
い
だ
。
と
で
あ
る
。
消
費
税
を
福
祉
税
に
名

「
利
益
誘
導
型
の
金
権
選
挙
乙
そ
を
変
え
る
と
い
う
が
、
平
和
を
原
つ

汚
職
の
混
床
で
あ
る
と
、
ず
っ
と
追
私
た
ち
は
、
そ
れ
を
軍
事
費
に
使
わ

及
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
新
聞
報
道
れ
た
く
な
い
」
(
日
本
キ
リ
ス
ト
教

で
は
、
今
回
も
企
業
献
金
が
あ
い
か
婦
人
矯
風
会
)

わ
ち
ず
、
自
民
党
は
自
由
主
義
体
制
「
婦
選
会
館
が
燃
え
あ
が
る
ほ
ど

の
危
機
を
訴
え
、
三
百
億
を
白
票
に
、
怨
り
議
や
さ
と
い
う
理
相
選
挙

す
で
に
二
百
六
十
憶
を
集
め
て
い
る
准
進
市
民
の
会
の
代
表
は
「
H

体
制

と
い
う
。
怒
り
に
燃
え
る
」
(
草
の
の
選
沢
μ

を
政
策
に
か
か
げ
る
自
民

実

会

)

党

の

熊

政

策

ぶ

り

は

、

ハ

ッ

キ

リ

言

「
去
年
か
ら
、
轡
費
税
廃
止
の
た
っ
て
国
民
を
パ
カ
に
し
て
い
る
」
と

め
の
国
民
投
票
を
広
範
囲
に
実
施
し
怒
る
一
方
で
、
「
そ
ん
な
自
民
党
に

て
い
る
が
、
意
見
の
欄
で
は
消
費
税
投
票
し
た
の
は
、
私
た
ち
国
民
で
あ

の
他
に
、
リ
ク
ル
ー
ト
に
怒
る
人
た
る
。
リ
ク
ル
ー
ト
汚
職
議
員
の
立
候

ち
の
声
が
目
立
つ
。
怒
り
を
忘
れ
て
補
な
ど
、
と
こ
ま
で
パ
カ
に
さ
れ
て

は
な
ら
ぬ
」
(
主
婦
連
合
会
)
主
権
者
が
怒
ら
-な
い
の
は
な
ぜ
か
。

「
選
挙
で
当
選
す
れ
ば
H

み
そ
ぎ
H

も
っ
と
怒
り
を
燃
や
そ
う
」
と
、
投

は
す
ん
だ
と
い
う
が
、
ぞ
れ
は
絶
対
票
者
の
意
識
を
喚
起
し
た
。

に
許
し
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
。
正
念
場
同
会
で
は
「
汚
職
候
補
者
に
投
票

と
よ
く
い
わ
れ
る
が
、
今
度
こ
そ
本
す
る
と
、
当
選
す
る
と
い
う
と
と
を

当
の
正
念
場
だ
と
思
う
」
(
日
本
帰
肝
に
銘
じ
さ
つ
」
と
確
認
、
次
の
よ

人
有
権
者

同

盟

)

う

な

声

明

(

雪

国

)

を

発

表

し

た

。

「
原
発
の
よ
う
よ
危
険
な
も
の
を
「
首
相
の
施
政
方
針
演
説
も
、
野

政
府
が
許
す
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
党
の
代
表
質
問
も
封
じ
、
争
点
を
ほ

で
利
益
を
得
る
企
業
が
政
治
献
金
を
か
し
た
党
利
・
党
略
の
解
散
に
、
主

す
る
と
い
う
と
と
。
金
権
政
治
の
も
権
者
と
し
て
強
い
憤
り
を
覚
え
ま

「

汚

職

に

関

係

し

た

候

補

者

に

は

絶

対

に

投

票

し

な

い

よ

う

に

f
」

と

訴

え

た

限
ら
れ
た
場
所
で
は
あ
る
が
、
未

成
年
者
か
ら
の
一投
票
も
あ
り
「
乙
ど

も
の
お
も
ち
ゃ
に
つ
け
な
い
で
し
『
あ

ま
り
よ
く
わ
か
ち
な
い
が
、
親
に
対

し
て
の
出
資
は
少
な
い
方
が
良
い
と

患
っ
」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ち
れ
た
。

ま
た
「
私
は
公
的
年
金
生
活
者
で

す
。
公
的
年
金
引
き
上
げ
わ
ず
か
四

l
六
%
で
は
、
三
物
消
費
税
、
そ
れ

に
と
も
な
司
d
物
価
値
上
げ
。
補
う
ど

と
ろ
か
困
窮
す
る
」
「
昨
年
四
月
以

来
、
仕
事
に
様
々
な
混
乱
が
起
こ
っ

て
い
る
。
生
語
上
も
そ
う
で
あ
る
。

国
民
の
意
見
を
聞
か
な
い
、
耳
を
傾

け
な
い
政
治
は
お
か
し
い
。
そ
こ
か

色
見
直
し
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
」
と
い
っ
た
、
廃
止
の
意
見
が
投

票
用
紙
に
は
白
か
れ
て
い
た
。

同
委
員
会
で
は
こ
の
目
、
投
票
結

果
と
同
時
に
、

H

国
民
の
意
思
は
、

目
前
に
迫
っ
て
い
る
総
選
挙
を
還
し

て
「
消
費
税
の
廃
止
」
を
実
現
す
る

と
と
μ

と
い
う
内
容
の
共
同
ア
ピ
ー

ル
を
発
表
し
た
。
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働
物
園
の
副
理
方
さ
ん

・
飼
育
係
と
動
物
た
ち
と
で

の
ふ
れ
あ
い
を
生
き
い
き
と
錨
き
出
す
新
形
式
ぷ

の
物
語
絵
本
。
動
物
園
は
も
ち
ろ
ん
、
水
族
館
、
九

昆
虫
固
な
ど
の
全
日
巻
。
環
境
教
育
の
場
と
し
;
~
!

て
の
動
物
園
見
学
の
参
考
と
な
り
ま
す
。
叫
山

本
セ
ッ
ト
で
買
う
と

問
団
同
調
沼
叫
凶
司
1

付

/

・-

• 

常

「ル
タ
し
ず

つ
や
せ
世
え
な
が

ら
も
ほ
は
な
お
た
し
か
な

章
皐
の
中
で
弘
町
・
』
と
を
お

も
い

H
匂
に
噴
心
に
川
崎

す
る
よ
う
で
あ
る

』

母
か
二
度
わ
勺

べ
(
ホ
ケ

)

に
弘
リ、

妻
は
軍
事
と
介
護

と
仕
事
に
忙
殺
さ
れ
て
・七
島

を
磨
り
且
ら
し
.
著
者
は

著
者
の
母
と
事
に
対
す
る

、
悔
恨
と
さ
ん
け
』
の
輔副
団付
ち

か
、
読
者
を
戦
慢
さ
せ
る
，
，

合
柑
判
上
段
$
1
3
5
0
円



(2 ) 

凪高裁の裁判官については「国民審査」があって、 -~国民の信を闘うことになっている。だけど、な

にヵ、おかしドのじゃない0有名無実というか Gそんな暗闘をもった 8人の主開が3年半にわたって「園

高説ウオッチングの会」という研究会をもった。そして、己うしてみたら という改革案をまとめた。

国民審査は開院選のとさにあるのだが、どれだけの人が探く内揖を知って詮審査ミしているか。己の揖需

を占っヵ、廿に、今ま Fあまり問心のなヵ、った人も少し噌えてみてはどうだろうヵ、。

〈土曜日〉1990年 2月 10巴

か
何
か
お
か
し
く
な
い
?
d

八
人
の
主
婦
が
改
革
案
を
ま
と
め
る

任
命
後
簡
一
聞
の
衆
院
選
で
審
判
を
角
田
福
次
郎
間
判
官
は
一
九
八
三
年

費
目
、
再
審
葦
は
十
年
睡
で
あ
る
。
十

一
月
八
日
に
任
曲
さ
れ
、
一
均
月

と
己
用
d

か
こ
れ
で
は
任
命
一
、
二
力
桂
の
同
年
十
二
月
十
八
自
の
総
選
挙

月
で
審
章
を
受
げ
る
人
が
出
で
来
て
で
審
査
を
受
廿
で
い
る
。
今
回
の
審

国
毘
の
方
は
N

寵
免
N

す
べ
き
貰
料
査
で
も
こ
の
十
一
月
に
再
諾
さ
れ
た

も
な
い
一
方
、
十
年
目
の
再
審
査
の
草
署
良
八
、

一
月
に
任
命
さ
れ
た
ば

方
は
、
制
度
発
足
以
来
今
ま
守
、
わ
か
り
の
楠
元
四
郎
平
、
中
島
甑
次
郎

ず
か
六
人
し
か
受
け
た
人
が
い
な
民
が
審
霞
#
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

ぃ
。
大
て
い
の
人
が
六
十
間
以
上
で
②
名
義
判
官
が
乍
し
た
判
快
の
内
容

任
命
さ
杭
る
が
、
定
年
が
七
十
組
な
を
知
る
と
と
が
離
し
い
。
公
開
で
は

の
で
、
再
審
涯
を
受
廿
る
前
に
退
官
何
も
わ
内
包
b
な
い
、
軍
高
盟
の
判
担

し
て
し
ま
う
。
現
哩
の
割
判
胃
で
も
、
は
一
応
マ
ス
コ
ミ
で
報
坦
さ
れ
て
い

て
も
、
個
々
白
量
判
官
白
内
容
を
明

確
に
つ
か
む
の
は
む
ず
か
し
い
。
グ

ル
ー
プ
で
も
間
判
官
に
閉
す
る
寅
料

の
力
1
ド
づ
く
り
を
試
み
、
車
門
紙

や
判
例
県
等
を
品
開
べ
た
が
、
ギ
プ
ア

ッ
プ
し
た
。
記
敵
さ
れ
て
い
る
判
担

は
ρ
判
例
H

と
し
て
価
値
の
あ
る
も

の
だ
け
で
、
あ
る
融
判
官
に
つ
い
て

の
全
判
例
を
知
る
の
は
不
可
能
だ
っ

た。
③
裁
判
官
の
圧
耐
・
指
名
の
嵯
過

が
企
透
明
で
あ
る
。

開
一
回
園
高
載
判
官
の
佳
品
聞
は

「
批
判
官
在
命
時
間
雷
同
金
」
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
が
、
昭
和
一
十
三
年

に
時
小
さ
れ
「
」
0

任
命
は
内
閣
に
よ

っ
て
竹
わ
れ
る
。
当
初
、
割
判
官
か

わ
が
国
の
裁
判
は
三
審
制
で
あ

り
、
軍
高
説
は
H

思
桂
の
一
審
判
H

を

行
手
と
こ
ろ
で
あ
る
。
実
に
重
要
な

融
判
を
宥
ス
玉
」
戸
」
ろ
な
の
で
、
国
民

は
「
国
亘
書
き
の
梱
利
が
あ
り
、

不
適
当
と
一
思
え
吾
人
物
は
n

寵
免
N

す
吾
」
井
原
で
き
る
。
だ
が
l
l
o

現
時
に
梶
免
さ
れ
た
人
は
一
人
も
い

な
い
。
そ
ん
な
に
骨
扇
で
き
る
載
判

官
ば
か
り
だ
っ
た
の
戸
宇
♀
っ
か
。

「園
高
裁
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
の
会
」

が
発
足
し
た
の
は
、
一
九
八
六
草
七

月
。
約
束
手
形
の
由
記
に
属
し
て
出

さ
れ
た
軍
高
棋
の
判
視
が
き
っ
か
け

で
、
俊
輔
誌
「
わ
い
ふ
」
に
闇
わ
る

八
人
の
主
性
が
研
究
を
は
じ
め
た
。

早
め
結
果
、
国
民
審
査
の
制
度
に

根
本
的
欠
陥
が
あ
り
、
有
名
問
調
で

あ
り
、
か
た
相
再
ι
け
の
己
ん
な
制
度

が
あ
る
た
め
、

H

民
士
事
護
的
。
な

幻
想
を
も
た
A
じ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
桔
蹄
に
な
っ
た
。

審
査
の
し
く
み
自
体
の
欠
陥
は

①
現
行
制
度
弔
は
新
任
融
判
官
は

己
主
人
、
井
瞳
土
か
色
孟
人
、
学
臨

経
験
者
か
ち
E
人
と
い
う
M

不
文
樟
υ仰

が
あ
っ
た
が
、
す
で
に
昭
和
四
十
年

代
に
は
司
法
官
慣
出
費
者
の
任
命
が

目
宰
D

H

行
政
へ
の
癒
着
H

が
い
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

④
授
曹
の
や
的
方
が
お
か
し
い
。

不
恒
任
の
朝
合
は
×
印
を
つ
け
る

か
、
わ
か
ら
な
い
か
ら
車
帽
し
辛
っ

と
向
も
つ
り
な
い
と
、
世
管
と
し
て

摂
わ
れ
て
な
志
つ
。

「
国
民
審
査
」
の
モ
デ
ル
に
な
っ

た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
の
制
警
が
、
己
の
朝
合
も
、

「
イ
エ
ス
」
弘
ノ
ー
を
記
入
す
る
。

日
本
で
は
「
×
」
を
つ
け
る
己
ル
」
だ

廿
が
求
め
ち
れ
、
適
当
と
い
う

(
O

印
〉
意
思
の
堅
甲
山
は
な
い
。
鉛
置
を

動
か
し
て
い
号
人
は
×
を
つ
廿
た
人

と
わ
か
っ
て
主
葺
く
と
い
う
と
と

に
も
な
る
。

井
喜
に
は
そ
の
限
り
で
な
い
。
肘
国
ピ
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
公
開
の
改

毘
審
査
制
警
の
も
穿
葉
悔
い
た
曽

い
人
の
た
め
に
、
車
宿
し
や
す
い
し
⑤
薗
昆
審
筆
の
投
里
方
式
の
周
知

く
み
〔
罰
院
選
単
を
曲
問
え
た
ら
一
旦
徹
底

外
に
出
る
、
と
骨
)
を
耳
、
ぇ
一
る
。
⑥
裁
判
官
、
畳
宮
の
指
名
、
任
命

②
新
任
間
判
官
の
審
査
は
拝
詣
挫
の
理
由
、
酒
担
等
を
ガ
ラ
ス
彊
り
に

商
一
回
の
提
院
選
と
い
う
の
は
明
色
⑦
国
民
審
査
調
査
室
の
常
叡

か
に
国
主
す
吉
る
が
、
変
更
は
憲
法
改
⑨
マ
ス
コ
ミ
へ
の
要
一
塁
と
L
て、

正
#
必
要
と
し
大
変
。
そ
と
で
十
年
軍
高
誼
割
判
官
に
つ
い
て
の
く
わ
し

慢
の
再
審
貢
事
す
べ
て
の
載
判
邑
が
い
報
考

豊
口
金
れ
る
レ
雪
新
任
輯
判
官
の
牢
「
隈
高
甑
ウ
オ
シ
チ
ン
グ
m
X百」

酔
を
宣
+
代
半
ば
ま
で
と
す
る
。
に
つ
い
て
の
問
い
あ
わ
せ
は
、
郵
憧

③
最
悪
自
身
に
よ
ま
習
の
で
高
要
都
新
宿
区
守
谷

配
瞳
の
一
保
存
表
最
輔
づ
け
国
民
に
公
加
賀
町
二
五
l
二
三
欄
グ
ル
l

聞

す

る

。

プ

わ

い

ふ

内

④
審
査
を
受
り
る
訟
判
宮
の
チ
レ
.

日
婦
(
お
人
)
、
公
轄
を
続
ん
だ

が
む
ず
か
し
く
て
よ
く
わ
か
ち
な
か

っh
知
・
白
骨
(
白
人
)
。

主
り
に
、
興
一
時
の
判
町
民
文
を
置
き

「
こ
の
判
決
安
、
だ
し
た
置
判
官
を

慣
迂
す
べ
き
か
ど
う
か
判
断
が
つ
き

ま
す
か
」
井
出
問
う
た
が
、

MMλ
が
つ

か
な
い
〈
専
門
宜
以
外
に
は
わ
か
ら

な
い
等
〉
と
己
た
え
た
。

と
う
し
た
問
恩
点
に
事
と
づ
き
、

「
会
」
は
具
体
的
に
次
の
説
曽
炉

を
提
案
し
て
い
る
。

①
審
査
方
式
の
改
曹
同
開
免
レ

た
く
な
い
融
判
官
に
は
円
吾
、
罷
免

し
た
い
人
に
は
×
を
、
わ
か
ら
よ
い

人
に
は
冊
も
っ
け
な
い
(
開
問
)

0

0
よ
り
×
の
多
か
っ
た
間
判
官
は
匝

免
。
た
だ
し
茸
綬
票
数
が
選
挙
人

名
暗
暗
躍
暗
者
の
一
一
丙
彰
に
揖
じ
な
い

女
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
貴

「
園
田
高
説
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
の
告
」
人
は
お
・
2
必
に
す
主
」
ず
、
あ
と
は
帽
に
入
れ
た
ら
一
恒
任
と
な
る
の
で
、

は
乙
の
研
究
の
た
め

7
Jケ
1
ト
間
不
慣
怪
U
た
く
て
を
々
告
が
ち
が
っ
鉛
舶
の
人
が
車
帽
と
思
っ
て
信
手
U

査
も
符
な
っ
弓
ア
ン
ケ
ー
ト
対
車
て
い
て
世
任
に
な
っ
て
し
事
立
て
年
ふ
っ
て
い
る
。

者
は
「
わ
い
ふ
」
酬
が
白
を
中
心
に
二

第
二
間
「
章
構
し
た
と
と
が
あ
り
車
問
問
「
軍
高
盟
関
判
官
の
閏
民

十
;
七
1
代
の
男
女
百
二
十
五
人
ま
す
か
」
。
ハ
イ
臼
・
6
掛
(
的
人
〉
冨
盗
の
と
き
、
同
を
手
が
か
り
に
し

(

女

枠

亦

九

想

。

イ

イ

エ

岨

・

4
骨
(
関
人
)
。
桔
晴
、
て
俊
明
し
ま
す
か
」
。
手
が
か
り
が

ま
ず
貨
聞
の
串
一
は
、

「載
判
官
揖
帽
し
た
己
正
が
あ
る
人
が
多
い
よ
な
い
の
で
わ
か
ち
な
い
灯
・

2
骨

在
不
信
任
し
た
い
と
き
と
っ
し
手
U

う
に
亭
え
石
。
と
と
ろ
が
改
の
困
問
(
印
人
)
、
公
報
却
骨
(
お
人
)
、

た
か
」
名
前
の
上
に
パ
ツ
を
つ
け
た
と
答
巷
忍
る
と
!
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

H
・
2
骨
(
は

お・

2
特
(
叫
人
〉
、
両
も
苗
か
な
覇
三
間
「
輩
揖
し
た
と
き
、
院
の
人
)
。

い
で
そ
の
ま
ま
入
れ
た
お
骨
(
お
ど
の
方
法
#
芦
堅
守
か
し
た
か
」
。
同
手
が
か
り
が
な
い
の
で
わ
か
ら
な

人
)
、
幅
任
し
た
い
判
事
の
名
前
の
も
置
か
な
い
で
投
票
帽
に
入
れ
た
い
と
答
え
た
人
に
、
期
五
問
「
そ
れ

上
に
マ
ル
を
つ
廿
た
ロ
骨
(
何
人
〉
、
部
品
お

δ
、
投
票
用
紙
を
受
け
は
な
ぜ
で
す
か
。
」
公
報
が
配
ら

名
前
を
拍
車
で
梢
し
た
8
骨
(
叩
取
ら
な
か
っ
た
々

B
・
4
骨

(
8
れ
て
い
る
の
に
開
づ
か
な
か
っ
た

人
)
、
名
前
薪
蔽
で
匝
ん
H

白川神
(
l
人
)
、
持
ち
帰
っ
た
E
・
4
骨

(36
日
時
(
加
入
)
、
公
帽
に
・
い
て
あ

人
)
lつ
ま
り
正
し
く
不
信
任
し
た

1
1
3ち
伺
b
・
か
な
い
で
投
票
る
内
容
で
は
判
断
が
つ
か
な
か
っ
た

判
断
材
料
に
苦
し
む

己
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は

「わ
い
ふ
も

の
説
者
が
中
心
で
あ
り
、
か
な
り
知

的
レ
ベ
ル
が
高
い
圃
と
思
わ
れ
る

が
、
己
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
桔
蝿
で
は
、

圧
園
間
に
多
く
の
人
が
手
つ
づ
き
も

よ
く
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、
真
酬
に
段

萌
し
ょ
、
っ
と
し
て
も
判
断
の
材
料
に

苦
し
み
B

と
い
う
費
閣
が
わ
か
る
。

近ごろ軍高誼への批判は多い。中越康子さんの自高
官合把拒否裁判に興った人々(上、は判漬にがっか
り、弁瞳団も中茜さ九も怒りを費明した (下)

男望台L、
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名
古
屋
で
全
国
に
先
が
け

国

生
き
る
道
を
模
索
し
た
一

一年
の
足
跡
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昨年10月の2周年記章揖舎での、筑波大助教授駒井津氏の
情潤風景

が
起
吉
た
の
で
あ
る
。

発
足
の
契
機
、

7
リ
ア
き
ん
事
件2周年犯意のパーティ ーで、フィリピン料理に

舌顕在打つ会員たち

250人の組合固たちで金調はにぎや治、

個人情報の主は私たち、勝手に使わないで/

閣
の
保
醸
法
hu
者
J

に
な
っ
て
年
。
人
h
顧
車
掌
凸
り
て
い
る
か
ち
、
一
ッ
ク
な
ど
、
聞
聞
の
あ
る
情
報
収
県
一
ホ
の
例
外
と
し
て
取
り
置
しわれ
て
い

う
と
と
窓
配
だ
」
と
い
い
、
東
京
極
納
警
も
自
分
た
ち
の
霊
で
畠
客
わ
れ
て
い
る
。
弓
葉
市
持
つ
個
会
情
報
に
対
し

都
へ
特
に
望
む
の
は
、
①
個
入
情
報
わ
せ
て
い
る
か
ら
と
、
世
々
の
プ
ラ
「
前
科
、
問
毘
が
あ
る
者
は
も
と
で
、
宜
人
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
己

フ
ァ
イ
ル
案
全
に
し
、
適
用
除
外
イ
パ
シ
l
書
塩
素
と
思
っ
て
い
よ
り
、
す
べ
て
の
露
現
場
の
、
聞
と
が
不
可
能
袋
瞳
に
置
か
れ
て
い

を
最
小
限
に
。
②
第
三
者
の
救
済
構
る
面
が
あ
る
。
宝

6
ゃ
な
い
ん
だ
慌
の
な
い
軍
旗
の
掴
粧
ま
で
も
が
置
る
の
が
間
喝
睡
眠
聞
係
情
報
も
開

関
(
オ
ン
プ
ズ
?
と
の
睦
竜
③
と
、
行
政
、
一
眼
の
人
遣
の
人
栂
感
車
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
イ
ン
プ
y

一
ホ
に
す
べ
き
だ
」

円
一
部
利
用
規
制
、
の
三
奈
あ
げ
ち
襲
警
必
要
が
あ
き
失
福
祉
ト
さ
れ
て
い
く
。
章
、
四
十
五
万
己
の
日
の
県
会
で
は
、
都
の
情
報

「
早
い
ス
ピ
ー
ド
す
条
例
づ
く
り
霊
自
の
プ
争
点
シ
l
保
穫
の
人
ず
つ
望
、
い
毒
事
庁
に
笠
ハ
祖
霊
童
毒
木
都
知
事
に
あ
て

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
己
れ
専
の
離

K
E
Eも
に
、
日
本
人
個
々
の
百
万
人
の
犯
鹿
開
会
デ
ー
ー
が
あ
る

dA望
書
u
#
短
出
ず
る
己
と
彩
摂

間
瞳
点
を
都
民
に
明
ら
か
「
fJる
咽
人
掴
輩
醸
の
調
芦
湊
指
摘
し
「
」
。
と
い
わ
れ
る
。
公
安
情
報
は
六
十
方
め
た
。
要
望
書
は
、
自
分
に
闘
す
る

台
、
本
人
か
島
訂
正
、
盟
、
陣
を
霞
り
て
作
捕
し
て
い
く
と
い
っ
梓
沢
喜
え
〈
井
醸
士
〉
は
、
人
、
事
内
同
怠
、
著
書
、
開
園
の
情
報
量
れ
は
自
分
で
コ
、
J
ト
ロ
I

止
な
Y
あ
珊
京
が
帽
利
と
し
で
偲
め
た
、
き
め
阻
か
い
対
応
と
ル
ー
ル
化
歯
車
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
慢
曹
の
テ
!
?
、
頭
金
高
、
圃
体
、
元
情
期
ル
で
き
る
こ
と
が
、
個
人
主
+
底
的

色
れ
る
こ
と
が
大
同
。
を
望
み
た
い
」
と
い
う
。
事
例
を
い
く
つ
か
栢
有
情
報
の
収
だ
っ
た
な
ど
と
い
う
己
主
主
調
べ

・
自
樟
的
に
生
き
る
た
め
に
必
事
な

「
個
人
情
報
革
否
定
、
情
報

プ

ラ

イ

パ

ン

l

揖
段
階
事
問

題

は

、

警

の

巡

回

色

れ

て

い

る

」

尊

重

で

あ

り

、

憲

法

上

の

撃

を

聾

め

、

骨

有

し

て

い

連

行

政

は

も

ー

適

格

に

よ

る

芦

別

間

間

・

世

帯

醐

己

p
uて
収
聾
し
た
情
婚
の
暫
理
的
人
帽
だ
と
じ
、
そ
れ
を
画
事
え
、

ち
完
だ
が
、
個
人
情
君
主
で
あ

侵

害

の

現

場

牽
。
「
量
に
霊
で
る
た
め
」
と
は
副
宇
さ
ん
で
目
的
外
利
用
が
都
の
条
例
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
富
寝

吾
輩
人
個
人
こ
そ
が
砲
事
立
場
に
あ
私
た
君
才
7
イ
パ
シ
l
は
ど
の
い
う
名
目
で
霊
が
行
わ
れ
て
い
る
平
拭
で
昌
一
行
わ
れ
て
い
る
。
例
-一母
、
に
立
関
し
た
も
の
に
な
壱
雪
に
、

る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
草
草
聞
な
よ
う
に
侵
害
さ
れ
て
い
る
か
、
敦
賀
が
、
幸
彦
目
的
は
膏
欄
公
安
の
た
出
昨
年
盟
事
れ
に
韓
貨
し
た
い
人
辛
借
辰
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
梱
保
壊
を
条
文
で

唱
え
に
な
円
弱
ば
な

pgぃ
。
個
人
医
車
、
福
祉
、
審
察
関
係
な
ど
、
か
だ
と
い
う
。
会
社
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ノ
ス
へ
明
確
化
す
る
」

「保
理
の
対
量
は
、

事
夜
だ
か
ら
こ
そ
、
個
人
骨
報
フ
か
わ
っ
て
い
る
現
掛
か
ち
一
塁
例
が
ま
た
、
犯
量
蚕
・
犯
開
予
防
に
の
、
犯
歴
照
会
テ
1
タ
抽
出
。
響
里
会
芸
員
会
書
む
元
日
政
槽
聞
の
み

ァ
イ
ル
の
公
示
や
自
己
情
報
の
図
示
い
く
つ
か
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
申
か
名
#
借
り
た
声
別
訪
問
、
開
器
削
交
O
B
は
容
易
に
情
報
を
る
子
で
き
る
な
民
手
良
間
金
E
R

が
保
有
す
る
宙
人

制
求
帽
・
町
正
な
ど
の
蘭
求
権
が
保
ち
い
く
つ
か
紹
介
す
る
と
i
l

適
輯
問
。
日
本
共
鹿
党
国
開
部
長
宅
己
と
が
わ
か
っ
た
。
情
薗
F
も
吉
め
る
」
「
圃
低
限
O
E
C

圃
さ
れ
な
け
れ
ば
な
幸
い
」
と
い
「
平
聖
人
質
に
雲
行
て
い
る
の
電
襲
撃
と
に
意
書
語
「
膏
察
若
者
に
情
報
を
ど
品
八
原
則
毒
ま
え
た
保
護
に
、

う

。

朝

の

弱

み

に

つ

け

込

ん

で

、

ブ

ラ

イ

報

収

聾

や

デ

モ

・
蝿
金
の
書
加
者
の
の
く
ら
い
持
っ
て
い
る
か
、
ま
っ
た
適
用
除
外
は
車
小
限
に
止
め
る
」
な

保

護

条

例

こ

パ
シ
ー
が
書
さ
れ
て
い
る
」
と
い
顔
写
真
震
や
車
両
ナ
ン
バ
ー
チ
ェ
く
閣
由
。
翼
ム
開
読
で
も
開
ど
主
項
目
を
要
望
し
て
い
る
。

1
・

l

う
の
は
、
開
周
・
性
格
デ
ス
ト
を
曙
-
Z
5
Z三ZEm--====三重
=-E===一三=三一三=一喜一芸

望

む

こ

と

は

え

る

舎
の
軌
元
し
さ
ん
o

一

照

射

宣

告

の

は

d
躍
で
あ
っ
て
も
、

地
主
響
研
究
所
の
柏
図
書

E
E十
軍
高
か
ら
一

同

川

問

問

凶

同

川

出

家
富
士

S
8
3

三

さ

ん

は

、

園

の

個

人

情

朝

保

曜

桔

非

行

封

筒

置

と

い

う

区

の

予

買

っ

き

一

力

で

轟

か

ね

安

重

三

行

か

な

い

、

の
問
題
点
を
揖
胸
レ
、
南
京
条
例
に
で
性
格
z
テ
ス
ト
が
拍
守
口
れ
、
区
内
一
一

F
f・-、

と
い

2
」
と
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
サ

対

す

需

要

並

走

究

室

主

事

実

施

し

て

一

「

ス

ク

ラ

ン

ブ

ル

家

族

」

ポ

っ

て

血

号

36く
雪

国

の

保

理

詰

に

は

、

五

つ

の

問

題

い

る

。

一

{1
1

(

か
ね
ば
な
A
耳
弛
い
)
と
い
う
幻
想

事
者
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
幅
高
己
量
梧
テ
ス
ト
は
事
前
に
輯
へ
一

吉

虞

紀

代

子

著

に

裡

き

と
の
安
J

さ
・
宮

警

醒

さ

抗

る

た

め

に

は

、

ま

ず

圃

人

情

断

る

と

と

も

子

棋

へ

の

脱

明

も

な

一

で

あ

る

。

製
回
収
書
障
で
保
一
世
さ
れ
な
け
れ
い
。
受
け
た
く
な
い
も
の
の
揖
利
は
一

1
3醤
4
司
1
謹

1
1
1
雰
季
え
て
あ
る
い
は
量
同
士
つ
く
づ
く
、
人
間
関
係
の
基
本
は
、

E
Zい
の
に
、
己
の
基
盤
毒
さ
れ
ず
、
桔
県
に
つ
い
て
も
朝
一
・

4

ド

}

で

創

っ

て

い

る

遁

血

膿

H

震

十

4
2
0
P患
で
君
と
屈

が
あ
い
ま
い
。
フ
ァ
イ
ル
金
言
語
に
も
知
ら
せ
て
は
く
れ
な
一

2

L
隣

五

E
Zベト
ナ
ム
警
の
子
ぅ
。
そ
れ
さ
え

7i、富

1
2
3てい
oit重の
一

品

純

一

ぬ

腸

蓄

で

吾

妻

同

志

・

仲

間

;

言

語

講

く

な

い

。

UMF↑
町
詩
詳
五
日
山
詞
射
殺
時
雨
γ
h
i
i
清一
一日
控
訴
ー
と
と
詰
t

将
司

つ
い
て
の
制
限
に
ふ
れ
て
な
い
。
「
心
の
間
警
プ
ス
ト
す
る
の
は
央
一
草
原
は
解
体
・
シ
ン
グ
ル
化
が
進
仲
間

収
集
と
利
用
の
制
限
を

(慎 3種郵恒物認可l

都
知
事
に
要
望
書
の
提
出
ヘ

ゴ零話と

安帝 f、議1TJ5f7

宅金

国釜~

d 間竺

コ
二
一
世
代
同
居
」

|
幸
福
な
同
居
は
可
能
か
|

三
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木
由
美
子
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〈土曜日〉1990年 2月 10日

医者の工U噛から老人の問題か損壊呈された

高
齢
化
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会

(
高
崎
容
さ

清
潔
必
需
品
で
ま

、.，
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E
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E

E
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E

E
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F
然一

川

瞭

一
ワ
イ
ヤ
レ

2
1ヲ

園

面
魁

目

一
す

一回

開

園

田

・

圃

一
タ
パ
コ
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煙
や
チ
リ
花
粉
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量

生

一

綿
密
一

一圃
咽

な
一キ

清
Z
-

一
エ
オ
イ
の
九

/

語

版

一ナ
償却}

「
お
世
話
ま
で

い
に
勺

F

山
一
判
明

訓

仰

向

一

肌

お

ま

か

せ

く

だ

さ

い

。

璽
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問
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局
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ヵ
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込
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園
田
一
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斉
一

一
じ
や
り
小
右
派
wq

d

田
園
田
昌
'F一な
げハ
h

r
車
肉
一
掃
に
ご
協
力

湯
幽
圃
g
M一治
問

尚

一
脚
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す

o
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園
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コ
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力
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重
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沖

j
v
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一
ワ
タ
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l
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場
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一
リ
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司
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一
時
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コ
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遠
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園

園
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i
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円
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一
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-
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J
)
V

圃
圃
画
圃
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E-
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圃

n

iα
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園
・
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ホ
一ド

沼

市

1

一h
a

園

司
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E
E
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・E・-EE
E
S
E
E
E
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E
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E
E
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E
E

、

函ハウス食品

で
あ
る
。
悶
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
力
、
桔
隅
が
ら
み
の
日
本
人
男
性
な
慣
曹
の
事
異
を
生
々
し
く
報
道
し
市
民
の
人
幅
意
舗
の
低
さ
で
あ
る
。

の
で
は
な
く
、
平
等
な
人
間
と
し
て

ζ
王
ハ
力
団
に
わ
た
っ
て
い
る
。
弓
四
人
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

i
ぢ

人

権

の

侵

害

に

外

国

人

事

苦

が

な

ぜ

日

本

に

平

亙
い
に
票
当
て
警
で
い
け
ま
た
当
初
一
一
只

1
セ
ン
ト
量
で
は
聞
う
覚
悟
裏
金

E
r
鈍
感
な
日
本
人
っ
て
来
る
の
か
、
君
、
つ
し
た
偏

る
益
事
作
り
た
い
と
い
う
闇
い
が
あ
っ
た
男
性
の
比
串
が
=
一
O
A
lセ
っ
た
が
、
横
車
官
は
監
績
の
み
を
記
主
つ
し
た
綬
蝿
活
断
に
と
り
闇
曹
帽
利
状
煙
に
置
か
れ
る
の
か
宇
事
え一

と
し
ず
働
い
て
い
た
o

込
め
ら
れ
て
い
る
。
ン
ト
(
巳
本
人
は
全
圃
男
性
で
八
九
師
、
他
は
不
起
訴
処
分

t
Lた
。
品
ル
迂
る
の
は
間
一
に
圏
平
持
政
の
醸
ず
、
閉
蛸
的
な
酷
置
を
と
り
惜
め
る

朝
九
時
か
ら
深
夜
十
二
時
一
ま
で
、
現
布
個
人
・
団
体
合
わ
せ
で
=
一
吉
年
前
半
期
は
十
八
人
も
あ
っ
た
)
を
る
す
の
会
で
は
横
型
審
笠
宮
へ
章
輯
世
で
あ
る
。
人
が
多
い
G

正
月
三
日
間
以
外
は
冊
一
号
働
い
た
金
属
が
全
国
か
ら
姦
型
を
お
く
り
、
都
え
て
い
る
之
と
も
昆
逃
せ
な
い
。
申
し
立
て
を
し
h

h

が
「
本
件
不
起
訴
売
春
強
要
や
畢
存
に
耐
唱
え
か
ね
て
「
日
本
人
に
は
、
人
帽
と
ぽ
向
か

に
も
か
か
わ
ち
ず
、
桔
料
は
母
親
に
名
古
屋
の
実
働
会
員
を
支
え
て
い
さ
ら
に
相
酷
内
容
が
複
雑
化
し
、
は
雪
下
議
決
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
逃
げ
込
ん
で
も
、
襲
は
檀
曹
者
か
と
い
う
こ
と
が
よ
く
解
っ
て
い
な
い

一
度
だ
け
手
控
さ
れ
た
三
万
円
以
外
る
。
八
七
牢
七
月
す
穴
九
笠
ハ
月
解
決
に
畏
い
時
闘
を
要
す
る
己
と
も
し
か
し
、
障
院
理
由
を
見
で
も
密
不
法
就
労
の
外
国
人
だ
か
ち
と
い
う
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
市
民
自

は
一
切
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
。
ま
で
の
相
誠
内
容
を
み
る
と
、
ま
る

特
融
と
し
て
あ
げ
ち
れ
る
。
そ
の
代
委
茸
の
中
に
起
訴
相
当
軸
昔
が
存
在
理
由
で
、
逃
げ
出
し
た
庖
へ
送
り
返
曹
が
人
噂
九
つ
い
て
目
覚
め
る
必
哩

日
本
語
も
充
分
で
き
ず
、
友
人
も
二
年
間
で
椙
酷
柑
散
は
八
百
一

7r九
韮
町
な
例
が
、
名
古
屋
市
南
区
の
ス
し
た
と
と
を
伺
わ
せ
る
内
容
と
な
っ
す
事
さ
え
あ
る
。
性
を
つ
く
づ
三
唖
じ
ま
す
」
と
い
う

【
名
古
屋
】

あ
る
す
の
告
縁
日
ア
ジ
ア
労
働
空
気
に
生
き
呈
T
A
?
a
n
L
a
b
o
u
r
e
I
S

い
な
い
マ
リ
ア
さ
ん
は
孤
担
と
通
労
件
。
半
年
で
二
百
件
章
与
え
る
散
で
ナ
ッ
ク
J

フパ
l

y
で
働
い
て
い
て
い
る
の
は
薗
哩
匂
こ
の
う
パ
l

昨
年
末
国
宝
吾
通
通
し
た
出
入
国
金
聞
の
言
葉
は
、
異
文
一
化
を
臨
め
る

5
0
I
d
a
-
-t
z
q
愛
知
県
名
古
屋
間
に
艇
生
し
て
二
軍
最
り
が
経
過
し
た
o
全

国

に

先

駆

吋

の

た

め

ノ

イ

ロ

ー

ゼ

震

と

な

り

、

あ

る

。

た

フ

ィ

リ

ピ

ン

女

性

四

人

需

の

開

ン

駅

件

は

現

有

民

事

件

と

し

て

曹

理

法

案

の

理

想

で

は

、

単

純

労

働

し

な

や

か

な

者

-

秀

ゃ

、

人

事

想

過
酷
な
現
異
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
自
内
容
に
つ
い
て
は
興
的
温
度
・
買
係
者
罪
逮
捕
監
曹
界
・慣
曹
却
損
費
問
団
閣
時
勢
続
行
中
で
号
由
。
者
の
受
け
入
れ
は
担
百
さ
れ
、
扇
用
室
育
む
教
育
⑤
必
唖
性
を
訴
え
吾
。

て
発
足
レ
た
外
国
人
労
働
者
救
援
組
輔
の
足
肺
を
た
ど
り
な
が
ち
、
私
た
ち
日
本
人
が
A

，
日
抱
τ

え
て
い
る
画
閤

輯
〈
未
遂
)
を
医
官
た
の
で
晶
品
。
金
主
い
、
開
著
書
、
仕
事
関
係
書
罪
で
告
訴
を
し
た
ヲ
パ

J
J車
ま
た
タ
イ
女
性
N
さ
ん
が
フ
ィ
リ
事
よ
ぴ
就
雪
量
し
た
看
へ
の
日
本
で
は
事
あ
る
ご
と
に
園
開
化

を
哩
h

一
か
に
し
、
伺
を
な
す
べ
き
か
を
考
え
て
み
た
い
と
思
つ
O

(

岡
久
聖
子
)
土
谷
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
マ
リ
あ
る
寸

2Eで
は
事
実
間
保
を
闇
な
ど
の
骨
骨
を
あ
ぐ
る
相
談
、
ピ
ザ
仲
で
あ
る
。
ピ
ン
女
性
脊
刺
し
で
し
ま
っ
た
膚
曹
罰
則
制
度
が
新
寂
さ
れ
弓
現
需
に
が
叫
ば
れ
て
は
い
る
が
、
多
く
の
噛

回
告
と
も
冒
わ
れ
て
き
た
。
そ
ん
な
す
。
ア
さ
ん
が
、
住
み
込
ん
で
い
た
語
毒
、
労
働
華
毒
事
愛
知
県
や
パ
ス
ポ
ー
ト
、
署
員
聞
な
ど
一
早
九
再
け
名
古
車
タ
イ
ム
事
件
皇
軍
号
、
救
援
の
内
密
葬
す
る
重
で
あ
り
、
昨
国
会
合
、
利
潤
追
求
を
霊
よ
百
的
と
し
た

勇
気
の
あ
る
人
び
と

名
占
厘
に
な
霊
園
に
先
駆
り
て
と
そ
れ
に
名
古
堅
」
い
う
都
市
が
、
県
尾
西
宮
弁
当
庖
の
二
階
か
ら
用
置
に
告
訴
。
こ
れ
は
不
法
楠
草
の
が
多
い
o
他
方
、
出
馬
や
偲
閥
、
離
ス
で
は
、
「
審
開
も
量

E酷
ス
が
昼
間
句
多
極
化
し
で
お
り
、
吉
働
者
雫
街
角
想
な
簡
帽
利
状
唱
に
経
喜
動
に
お
け
る
)
面
的
な
国
開

あ
号
す
の
告
の
事
朝
国
は
名
古
屋
う
L
た
教
僚
組
柵
が
で
き
た
の
か
、
大
き
す
書
宇
小
宮
す
ぎ
ず
、
手
頃
な
ひ
陣
り
自
殺
を
図
っ
た
の
は
、
一
九
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が
日
本
に
い
る
聞
に
婚
と
い
っ
た
信
書
型
相
般
が
こ
の
と
ナ
ッ
タ
o
畢
力
と
売
春
の
白
々
。
逃
ち
に
多
く
の
金
員
か

5
2る
茅
忍
お
と
し
め
て
し
ま
う
己
と
に
な
っ
化
で
あ
る
。
私
た
ち
市
民
の
直
甑
で

市
の
申
心
に
近
い
、
車
区
塾
ニ

六
車
直
な
疑
問
#
授
げ
て
み
た
。
都
閉
規
績
だ
か
ら
、
動
き
や
す
か
っ
八
七
年
二
月
士
ハ
自
の
こ
と
で
あ
っ
買
い
主
疋
対
し
て
ユ
行
な
っ
た
関
内
で
ご
ろ
出
拍
め
て
い
る
o
日
本
政
府
め
げ
で
も
連
れ
戻
さ
れ
る
」
と
、
人
憎
墜
と
し
て
い
る
。
た
。
陣
曹
の
害
一
は
日
本
人
、
一
般
乙
の
流
れ
砕
長
い
止
め
た
い
も
の
だ
0

1
一
九
楢
函
館

C
Z聞
に
あ
る
o

「

必

要

が

あ

っ

た

か

ろ

で

す

。

そ

た

己

と

も

あ

り

ま

す

ね

」

た

。

初

め

て

-2俣
で
あ
っ
た
o

方
針
と
は
刑
に
、
外
国
人
労
働
者
が
一

l
l
i
l
i
-
-
1
i
l
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
I
l
l
l
1
1
1
I
l
l
i
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
--

名
占
星
に
住
む
人
に
な
じ
み
深
い
し
互
の
必
堕
に
個
人
的
に
む
き
一
外
国
人
封
書
室
奪
す
く
働
金
民
の
新
聞
警
が
事
件
後
一
週
し
か
し
草
案
詰
在
で
あ
る
日
本
の
基
に
喜
の
努
お
ろ
し
一

t
・

東
京
翠
議
管
内
で
、
曽
義
蓄

5諮
問

民

間

五

時

院

長

誤

射

許

可

刊

誌

院

長

空

襲

日

開

弓

て

い

る

現

実

を

物

語

っ

て

い

一

福

祉

法

人

詩

ま
っ
た
く
か
か
わ
り
の
な
い
重
か
ち
ダ
イ
レ
ク
ト
・
メ
ー
ル
が
愛
五
て
来
た
り
、
商
品
を
す
す
め
る
電
話
が
か
か
っ
て
来
品
。
離
が
安
J

や
っ

て
住
所
弔
電
話
番
号
軒
鎮
め
て
い
る
の
か
l
わ
た
し
た
ち
の
個
人
の
情
朝
は
、
ど
豆
事
、
知
会
れ
て
い
る
の
戸
J2Jか
。
そ
し
て
ど
う
扱
わ
れ
て
い

る
の
か
。
も
し
、
干
の
情
報
が
間
違
っ
て
い
た
ち
l

|
。
現
在
、
東
京
都
で
「
車
京
都
個
人
情
報
開
腰
長
倒
」
(
以
下
保
穫
量
倒
)
づ
く
り
が
す
す

め
ち
れ
て
い
る
が
、
都
民
の
聞
に
立
っ
た
保
腰
条
例
を
つ
く
り
べ
軍
用
さ
せ
下
女
五
」
、
二
月
二目
、
甑
回
帽
・
中
央
持
政
会
館
に
都
民
約
七
十
名
が

蝿
っ
て
『
東
京
都
個
人
情
報
保
腫
条
例
事
え
る

E雲
l
lあ
な
た
の
プ
う
イ
パ
シ
l
は
大
丈
夫
か
仲
口
』
を
聞
い
た
。

一
昨
年
の
士
一
月
、
閏
の
「
行
政
タ
化
、
シ
ス
テ
ム
化
に
よ
る
プ
ラ
イ
わ
れ
が
三
街
、
個
人
の
情
報
は
あ
そ
の
た
め
に
は
、
収
蝿
の
制
限
、
利

融
聞
白
保
有
す
る
富
子
計
間
槻
処
理
パ
シ
1
侵
曹
の
危
抽
出
」
に
対
す
る
批
く
ま
で
個
人
本
人
の
も
の
で
あ
る
。
周
目
的
の
制
限
亭
き
苧
ん
と
し
な
け

に
係
る
宙
人
情
報
の
握
に
聞
喜
判
を
か
わ
王
宮
用
意
に
あ
る
、
「
情
勢
集
金
複
側
、
議
は
個
れ
は
な
患
い
。

語
障
片
個
人
情
報
保
躍
ち
が
成
立
。
と
い
わ
れ
て
い
る
。
人
か
ら
一
時
的
に
借
り
て
い
る
区
過
個
入
情
報
フ
ァ
イ
ル
(
行
政
が
情

東
京
都
も
「
国
に
開
け
f
」
と
ば
か
保
捜
長
例
帯
損
酎
し
て
い
亭
小
委
ぎ
な
い
よ
と
が
基
本
的
に
理
解
さ
報
収
蝿
し
た
も
の
の
目
躍
)
宍
ム
一
明

り
に
急
ピ
ッ
チ
で
保
腫
阜
市
倒
軍
づ
く
員
会
の
審
晒
を
毎
回
開
聴
し
で
き
た
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
」
と
強
調
時
前
回
の
事
柄
が
適
切
に
な
さ
れ

皐
す
す
め
て
い
る
。
が
、
本
曹
司
と
い
う
井
喰
土
の
縄
水
嬰
」
ん
は
、
す
る
も
て
い
る
か
Y
R
J
か
を
思
Q
た
め
に
、

来
年
四
月
、
新
宿
の
新
都
庁
告
に
移
「
個
人
情
報
保
睡
の
基
本
を
理
解
し
個
人
情
報
の
「
保
瞳
」
と
は
、
情
ま
た
、
自
己
情
報
に
個
λ
が
ア
ク
セ

転
す
る
と
岡
崎
に
、
日
本
で
且
弔
問
の
て
い
な
い
雪
闘
の
方
も
い
争
告
で
報
亭
集
め
た
行
殴
機
閣
内
部
の
取
額
ス
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、
不
可

大
規
損
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
」
と
、
個
人
情
報
保
理
の
在
り
方
苦
が
外
部
に
調
芦
昆
悼
い
よ
う
に
さ
せ
究
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

(
璃
軍
部
行
政
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

I

C
基
本
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。
る
と
と
も
あ
る
が
、
ぞ
れ
以
前
に
存
蝿

gcれ
F直
報
が
主
D
が
っ
て

ク
)
が
酌
吉
抽
め
る
。
つ
ま
円
保
榎
個
人
の
一情
報
は
、
情
報
宇
集
め
た
陸
棚
闘
が
聞
手
に
情
報
収
揖
・
利
用
い
た
り
、
違
法
収
集
情
穂
違
法
な

長
倒
を
安
、
の
は
、
「
コ
ン
ビ
ュ

1
行
政
樹
問
、
民
間
#
襲
の
も
の
と
思
す
る
己
と
か
ち
護
る
こ
と
で
あ
る
。
目
的
外
利
用
な
ど
が
な
さ
れ
た
咽

たっ晶
引

υ
告報ぎつぎつaM 

るてれさ曹恒三つよのど
布
M

司

YJ4
 
一フプ

定
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

あ
る
と
庸
睡
し
で
い
る
。
同
居
に
つ
噂
門
家
の
常
駐
も
必
要
で
あ
る
。
ね
同
居
の
内
堕
は
、
〈
揮
〉
憲
聞
の

い
て
は
若
い
時
(
六
十
代
)
に
自
芭
た
ぎ
り
老
人
審
停
ち
な
い
「
あ
め
リ
無
く
な
っ
た
女
襲
凡
ち
に
よ
っ
て
、

捜
定
し
た
塘
由
は

2
aく
い

く

と

と

ハ

ピ

リ

は

大

切

な

の

押

街

、

開

業

医

女

系

同

屈

が

争

え

る

岨

向

#

見

せ

、

が
多
い
の
で
、
早
め
に
自
分
の
揖
穫
で
理
学
園
法
+
差
置
い
て
も
点
数
は
車
臨
聞
の
有
置
に
よ
る
助
け
合
い
も

を
担
定
し
て
い
く
己
と
帝
大
切
で
あ
つ
か
な
い
し
、
医
揖
保
臨
も
な
く
、
申
宰
抗
争
辛
つ
に
な
っ
た
。
し
か
し

る
し
、
老
親
の
介
護
を
釜
高
層
と
宇
奈
ゐ
な
い
現
状
で
あ
る
。
ま
た
一
政
府
が
福
祉
政
貨
と
し
す
湯
温
レ
軍
旗
の
離
も
が
慣
牲
に
な
民
者
い
幸

一
月
七
回
、
豊
富
人
情
報
セ
ン
タ
ー
で
「
高
鯵
童
を
よ
く
す
る
女
霊
園
・
開
八
回

老

人

医

重

点

摘

毒
ず
す
か
ぎ
が
で
医
師
が
し
て
き
言
え
た
い
と
湾
ベ
た
。
主
圏
窓
あ
老
人
へ
の
喜
界
警
守
い
る
三
世
代
問
屋
、
老
人
同
居
理
震
は
、
喜
力
や
対
等
な
人

強
会
」
が

z
q当
目
安

1
2
5医大
い
に
雪
」
D

同

会

勇

軍

語

、

罪

に

問

わ

れ

な

い

き

尺

望

者

究

開

世

帯

を

支

幸

福

祉

と

し

の

票

突

き

い

に

も

か

か

わ

宇

一

住

量

の

た

め

員

警

に

特

聞

震

を

つ

く

れ

勇

猛

2

を
入
れ
て
轄
束
の
判
断
を
信
え
て
お
て
、
へ
ル
パ
l
の
充
実
、
桔
童
サ
l

肝
碕
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
制
度
画
一
典
を
つ
り
た
り
、
住
宅
密
曜
に
二
世
こ
ろ
が
大
き
く
、
一
世
的
で
な
い
。

埼
玉
、
京
都
安
医
が
そ
れ
ぞ
れ
の
議
か
色
弗
雷

、

問

題

提

聖

行

っ

た

。

金

属

、

非

貧

を

吉

め

八

十

名

一

い
て
ほ
し
い
、
会
理
由
提
起
ピ
ス
の
必
要
在
、
老
夫
開

Z
R
の
不
票
数
多
く
指
摘
さ
れ
た
。
竺
南
住
宅
を
ヒ
ッ
ト
さ
せ
た
り
し
て
い
本
聖
書
簡
居
を
福
祉
曹
の
節

延

長

聖

書

記

を

た

愚

者

自

慢

す

君

は

医

員

の

多

、

言

ニ

む

し

告

書

雲

譲

事

充

実

し

一

弓

築

事

事

な

く

、

害

的

手

る

号

、

空

白

会
代
理
。
緬
ロ
恵
子
亨
ん
が
「
簡
の
開
揖
能
の
限
界
の
よ
う
に
思
え
と
淫
ベ
「
患
者
さ
ん
を
見
て
い
る
と
、
軍
だ
け
で
は
な
く
、
き
め
細
か
な
介
ょ
に
入
れ
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
必
た
国
を
お
歪
本
に
、
白
本
失
ム
問
団
一
確
保
が
個
人
の
開
力
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
い
直
声
持
昌
旺
君
揮
で
あ
る
も

一
回
の
勉
強
会
は
ち
よ
さ
実
量
る
。
老
人
ホ
1
ム
へ
の
入
居
理
由
の
私
穴
十
警
で
は
元
聞
で
い
た
い
助
(
会
さ
な
ど
他
の
堅
調
も
大
き
嬰
性
、
開
呆
俳
個
喜
ぐ
た
め
の
夜
祉
き
り
に
充
翼
す
べ
き
芸
る
。
一
て
い
る
日
本
の
現
状
で
は
、
朝
志
社
会
の
変
動
の
中
で
、
い
ま
、
瞳

去
の
自
で
あ
う
た
が
、
弔
定
通
り
ス
一
位
が
、
揺
は
脳
車
中
で
あ
っ
た
と
要
所
、
一
一
十
四
時
間
需
で
曲
い
と
、
介
護
に
よ
る
回
復
の
一
例
も
婦
の
什
覇
度
(
草
木
安
室
長
そ
れ
に
は
車
問
聞
は
人
帽
の
間
閤
一
同
居
を
事
悉
く
て
も
〈
住
〉
を
朝
と
呼
ば
れ
奇
人
た
ち
が
伺
を
孝
一
ぇ
、

タ
l
ト

し

、

一

年

睦

っ

て

こ

ん

な

に

で

あ

る

、

と

い

う

思

想

に

寝

室

吉

一

世

代

に

頼

る

ほ

か

な

い

若

者

た

ち

が

姑

た

ち

は

ぎ

一

思

っ

て

い

る

か

華

暑
く
の
人
語
っ
て
勉
強
会
が
も
て

高

齢

問

題

は

人

権

の

問

題

で

あ

る

と

い

う

思

想

を

持

と

う

れ

な

け

れ

ば

変

意

い

と

お

く

く

一

い

る

。

の

ル

ポ

と

、

同

居

に

つ

い

て

の

乙

号

主

委

託

し

く

思

っ

て

い

る

」

之

、

一

一

有

毒

の

世

襲

煽

揮

し

で

ケ

lの
空
号
、
富
家
躍
の

と
感
慨
を
こ
め
て
あ
い
さ
つ
を
し

・

・

・

‘

‘

p

-

-

L

ー

そ
の
極
量
臣
室
で
は
、
老
人
王
を
尽
く
す
観
世
代
の
思
惑
も
あ
り
包
霊
の
現
輿
を
見
せ
で
一
間

弓

r、ゴ
監

さ

'

」

、

、

，

一

一

厄

司

'
U

事

相

場

五

毛

記

事

h
d

の
一
号
、

一
九
八
五
年
の
普
で
は

、

に

聖

草

。

著

書

悪

し
か
れ
結
託

4
5
E
ん
」
ノ

L
}十
三
側
之

市
首
斜
計
れ
れ
川
士
一
白
盟
諸
ハ
日
制
持
f

抗日喝事一時

(
東
京
・
裂
藩
主
人
仁

華

、

ー

プ

護

婦

穿

あ

輔

君

が

相

つ

い

一

宇

は

現

若

葉

の

-

一

一

、

四

倍

で

安

(

有

置

・

一

四

回

二

円

)

軒

市

詩

句

、

「

江

東

京

都

婦

人

情

報

セ

ン

タ

ー

に

八

十

人

が

参

加

し

て

開

く

だ
?
掴
員
言
ん
が
、
「
酷
一

日

本

婦

人

科

蓄

の

会

は
向
と
じ
て
宗
主
の
ぺ
と
か
、
語
、
何
き
と
い
う
の
を
長
吾
妻

Eに
は

歯

車

じ

介

号

里

史

諸

島

く

た

め

に

毎

夜

十

壁

画

を

か

廿

で

も

事

忠

義

章

え

た

い

と

顧

一

寸

閣

」

ι
O
B喝
ド

己

誌

志

-

毒
し
て
い
る
。
八
-
十
五
置
が
人
聞
が
一
繁
昌
め
て
い
る
」
高
の
中
る
。
葉
ケ
ア
で
自
分
安
寧
雰
生
か
量
宅
へ

U
タ
ー
ン
す
る
若
い
開
あ
げ
る
)
な
ど
、
多
く
の
奥
富
な
っ
て
い
る
。
私
た
ち
の
仲
間
に
は
医
一

-
金
属
」
占

2
0
H作
街
「
三
日
，

t
d
圭
一W
」

の
変
化
主
事
え
て
述
べ
弓
容
器
制
度
が
ほ
し
い
」
と
い
う
輿
輯
警
壇
一え
て
い
て
、
展
望
は
少
し
霊
担
お
れ
た
。
へ
ル
パ
l
は
量
揖
、
福
尚
一
眼
市
民
な
ど
あ

A
6
一

大
阪
市
立
志
輔
副
肱
・
附
属
病
院
糟
屈
の
あ
る
冨
翼
に
、
童
相
内
に
共
感
明
る
く
な
っ
て
き
て
い
る
、
と
も
回
よ
り
貨
の
教
育
が
大
切
で
、
高
齢
者
号
分
野
の
人
が
捕
っ
て
い
る
の
で一

一
つ
ォ
守
姐

3
4司
副
司
調
官
」
入
廷
著
の
地
位
、
草
創
期
の
宜
住

神

内

科

長

の

小

話

芸

ん

は

、

廟

量

産

が

っ

ち

中

走

塁

へ

た

。

に
対
す
る
知
輔
が
必
要
で
あ
る
し
、
室
長
い
に
露
草
書

V
E
-
-
l
i
l
-
-
-
翠
者
た
ち
、
金
劃
立
の
己
急
匹
。

呆
閥
横
で
百
五
十
五
名
量
者
意
図
面
言
ん
は
、
埼
玉
型
車
整
に
、
京
都
府
昼
間
需
の
開
ヘ
ル
パ
l
の
好
み
が
強
い
の
届
組
き
た
い
。
九
月
五
日
、
六
日
に
は
、
一

一

一

司
凶

回
全
の
出
し
た
婦
人
研
署
の
地
位

か
え
て
い
る
。
「
揺
は
理
科
へ
町
で
一
襲
警
し
て
い
る
。
書
告
書
草
融
支
は
、
量
産
離
と
で
あ
る
o
か
わ
い
い
お
芸
品
好
高
齢
皇
室
長
差
性
富
一

ご

九

蓄

に

つ

い

て

の

聖

書

の

歯

科

、

来
る
高
齢
者
は
少
な
か
っ
た
が
、
愚
杜
ρ
あ
取
引
の
裏
臣
、
往
酷
、
聖
天
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
多
く
の
指
き
、
な
ど
と
い
う
の
は
、
自
分
の
考
の
全
国
大
一
告
が
京
都
支
聞
か
れ
る
の
一
回

111
1
1
1

1
一一

回
全
員
た
ち
の
文
車
等
、
ぎ
っ
し
り
内

近
は
八
十
五

Eの
人
が
ふ
え
て
医
努
車
室
、
開
震
の
震
情
言
寄
っ
た
。
=

rごちそうさま」が気鋳ちよく讐く食卓には、おL、しさがあふれていま友

いろいろな工夫や愛情も、みつけることができます2

「ごちそうさまJという、元気でおいしL、声をキャッチする。それが、私たちの製品づくりの第一多。

湯気の向こうに家族の笑顔が見える、あったかなおいしさこそ、ハウス食品のお手本で主

もっとおL、しく、もっとたのしく、恵庭料理の豊かさをひろげたい。

ハウス食品は、食卓の笑顔を結ぶお手伝いを通じ、

みなさまと共に一歩ずつ進んでゆきたいと願っていま衣



(土曜日 〉

熟
練
の
力
を
発
揮
し
て

置
が
で
き
弓

い
る
、
戦
重

い
要
重
だ
っ
た
と
い
う
。

と
ろ
野
田
に
は
、

±
S
K

育
園
が
な
か
っ
た
。

急
の
こ
と
で
場
所
が
間
に
あ

わ
ず
、
剣
遣
と
柔
道
の
た
め
の

道
場
が
あ
っ
た
の
で
そ
こ
で
保

育
を
し
、
や
が
て
新
し
い
建
物

を
つ
く
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
は
、

「
授
乳
き
も
あ
っ
た
と
い
う
。

四
十
年
雰
¥
つ
づ
い
た
保
育

園
だ
っ
た
が
、
子
供
が
減
っ
て

昭
塑
ハ
十
年
一
二
月
、
開
園
し
た
。

工
場
で
働
く
女
性
た
ち
が
子
供

を
生
み
終
え
て
し
ま
っ
た
こ

と
、
近
年
は
市
の
保
育
園
も
盤

情
さ
れ
た
の
で
、
新
し
く
牛
否

人
は
そ
R
K手
}
利
用
す
る
か
ら

と
い
う
J
」
の
保
育
園
で
事
D

、

畏
じ
て
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
に
入

り
、
い
ま
μ
中
堅
幹
部
μ

と
い

う
人
も
多
い
そ
う
で
、
さ
き
の

Y
さ
ん
も
春
風
保
育
園
の
初

期
、
「
道
場
」
の
保
育
園
の
革

闇
集
注
え
廷
。

育
児
休
暇
に
私
託
き
ど
ζ
ろ

が
あ
る
。
伐
替
要
員
の
確
保
弓

い
ま
一
人
の
仕
事
量
は
多
く
、

か
わ
り
突
を
雇
わ
な
い
と
と

て
も
カ
パ
ー
で
き
な
い
。
元
社

員
で
や
め
て
家
に
お
り
仕
事
に

な
れ
て
い
る
入
者
頼
む
が
、
大

て
い
パ

l
ト
な
ど
に
出
て
い

る
。
人
を
痩
す
の
が
大
変
だ
。

乙
と
に
、
研
究
所
の
分
析
関
係

の
仕
事
と
か
、
専
門
性
の
強
い

仕
事
の
場
合
L

よ
ど
、
践
で
も
い

い
と
い
司
〆
わ
り
に
は
い
か
ず
、

ア
タ
マ
が
痛
い
と
い
う
。

人
事
部
の
担
冨
著
は
「
や
め

九
柵
た
人
で
代
替
要
員
で
出
動
可
能

活
じ
な
人
の
ひ
ス
ト
を
作
っ
た
り
、

制
ト
い
ろ
い
ろ
レ
て
い
ぎ
す
が
、
こ

白
押
駅
れ
が
一

番
の
大
問
題
で
す
。
将

u帽
来
は
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
と
か

変
剖
一
時
間
削
と
か
、
あ
る
い
は

再
雇
用
制
度
と
か
女
装
喜
志

と
と
を
考
え
一
る
必
要
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
営
企
と
い
う
。

女
性
は
下
働
き
や
お
茶
く

み
、
仕
事
は
し
な
く
て
も
議

場
の
花
H

で
い
い
と
い
う
時
代

はル
E
Jに
終
わ
っ
た
。
働
き
つ

づ
け
熟
練
し
た
力
が
中
棄
を
支

え
る
。
そ
ん
な
時
代
軒
先
ど
り

し
て
い
る
さ
つ
だ
。

、
は19.2%にすぎない(1989年婦人労働白書)。労

働省は制度を導入する企業に奨励金を出している

が、普及はいまーつ。それも業種でかなり差があ

り、サービス業で導入している企業は42.1%ある

のに製造業は9.2%しかない。

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
株
式
会
社
は
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
株
式
会
社
の

一
九
八
一
年
(
昭
印
)
か
ち
宵
育
児
休
暇
は
、
半
年
、
九
カ
月
、

休
制
度
を
と
り
い
れ
て
い
る
。
一
年
の
三
方
法
が
あ
る
。
高
耳
慣

製
造
業
と
レ
で
は
、
育
休
の
歴
一
カ
月
以
内
に
申
し
出
る
こ
と

史
は
吉
く
「
女
性
が
、
非
常
に
が
必
要
で
、
好
き
な
期
間
を
選

働
き
や
す
い
会
社
で
は
な
い
で
沢
で
き
る
。
休
暇
中
は
代
替
要

し
よ
う
か
」
井
手
y

コ
1
7
ン
員
(
パ

1
ト
)
に
仕
事
を
か
わ
っ

の
女
性
社
員
た
ち
は
い
う
。

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
の
全
従
業
員

一一
一
千
三
百
人
中
、
女
性
は
約
八

百
人
だ
が
、

一
九
八
三
年
か
ち

一
九
八
九
年
ま
で
、
出
麿
レ
た

人
が
二
百
人
。

2
口
、
育
児
休

暇
亭
戸
」
っ
た
人
五
十
六
人
(
ニ

八
物
)
で
あ
る
。
年
宇
量
ね
、

育
休
が
定
着
す
る
ご
と
に
制
度

を
利
用
す
る
人
が
ふ
え
、
昨
年

一
年
間
で
は
、
出
産
者
の
六
O

必
が
育
休
を
と
っ
て
い
る
。
乙

れ
か
ち
ま
す
ま
す
話
用
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
。

1990年 2月 10日

育
休
、
通
院
休
暇
を
フ
ル
利
用

り
、
働
き
つ
づ
け
る
と
と
に
な

1
7
ン
で
も
な
い
。

Y
さ
ん
ば

ん
の
抵
抗
も
な
か
っ
た
で
す
考
き
ん
で
し
ま
っ
た
。
「
で

ね

」

も

、

職

場

の

空

気

、

上

司

の

理

ま
で
も
な
く
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
醤

H
働
く
母
M

の
先
輩
が
多
い
の
解
で
す
ね
旨
」
Y
さ
ん
は
い
う
。

油
一
謹
の
堵
野
田
市
に
は
、
で
、
戦
翠
疎
が
出
産
や
そ
れ
翠
る
お
そ
る
妊
娠
喜
げ
た

本
社
の
ほ
か
、
工
場
、
研
究
所
に
伴
う
休
暇
を
当
然
と
う
け
と

Y
さ
ん
に
、
上
司
は
「
よ
か
っ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
部
門
が
あ
め
て
い
る
。
「
ど
う
し
て
や
め
た
ね
、
お
め
で
h
胃
J

」
と
い
つ

り
、
あ
わ
せ
て
千
七
西
人
の
従

h

a
F

て
く
れ
た
の
だ
。
Y
亨
ん
は
ほ

業
員
が
お
り
、

2
妄
性
が
約

、

一
:
h
'
F
ν
)
っ
と
じ
た
o
育
児
休
暇
ほ
す
で

三
重
十
人
い
る
が
、

zb鳴包
'

認
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
弓
李

ほ
と
ん
ど
が
マ
マ
さ
ん
社
員
。

四
・
・

F
・

、

i
J

刷
出
の
兄
も
お
り
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

九
耐
震
の
い
な
い
人
は
ほ
ん
の
数

a，
‘

邑

電

器
実
家
と
患
っ
た
Y
さ
ん
は
半

玉
三
糊
入
、
数
え
る
の
が
む
ず
か
し
い

d
H

」

a・
可

谷

年
の
育
休
を
と
っ
た
。
四
人
の

V
主
く
ら
い
で
す
、
と
い
う
o

』
4
11

子
育
て
は
大
変
器
、
元
気
な

叫
田
区

働
き
つ
づ
け
た
い
と
い
う
女
な
い
の
か
」
な
ど
と
い
や
が
ち

Y
さ
ん
の
顔
に
疲
れ
は
辛
て
な

『

E
明
性
が
増
え
て
い
る
反
面
、
や
は
せ
を
い
う
人
も
い
な
い
。
も
ち
い
。
そ
の
よ
司
は
い
う
。
「
イ
ャ
、

り
大
第
は
M
型
、
い
っ
た
ん
は
ろ
ん
制
度
の
盤
備
は
大
き
い
。
私
が
Y
R廷
と
い
う
こ
と
で
な

て
も
ら
い
、
休
暇
が
終
わ
る
と
家
庭
に
入
っ
て
・
:
と
い
う
人
「
週
院
休
暇
の
あ
り
が
た
さ
な
く
、
彼
女
ち
の
官
係
の
と
円
秀

現
職
に
復
帰
す
る
。
が
女
性
雇
用
者
の
棄
問
。
キ
ッ
ど
、
経
験
者
で
な
い
と
わ
か
ら
が
立
派
な
ん
で
-芝
、
た
と
え

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
は
、
育
休
の
コ
!
?
ン
・
野
田
の
女
性
た
ち
な
い
で
し
ょ
う
ね
二
ど
も
が
ば
Y
さ
ん
。
休
む
前
に
自
分
の

ほ
か
に
も
、
出
産
、
育
児
に
対
が
な
ぜ
と
ん
な
に
が
ん
ば
っ
て
で
き
る
と
、
病
忽
ゐ
予
防
注
仕
事
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
き
相
応

す
る
制
度
が
整
っ
て
い
笠
宮
社
い
る
の
か
、
パ
ワ
ー
の
療
一
を
知
射
だ
の
あ
っ
て
、
年
休
は
と
っ
と
・
い
て
い
っ
た
。
そ
れ
を
見

と
い
え
そ
う
弓
り
た
く
て
一
日
、
野
田
軒
続
て
お
き
た
い
。
濁
院
で
休
暇
を
て
そ
の
通
り
や
る
と
で
き
る
よ

出
摩
怖
暇
十
四
週
間
(
重
刷
ず
れ
て
み
た
。
つ
か
っ
て
し
さ
マ
と
つ
ら
い
も
う
に
ね
i
」

六

週

間

、

産

後

八

遡

間

〉

。

妊

の

で

す

ね

・

」

き

ち

ん

と

L
た
育
休
の
と
り

ゐ
娠
中
は
通
院
休
暇
が
八
回
(
一

勤

続

十

年

以

上
加
え
毒
事
事
住
み
よ
方
、
と
い
う
の
は
野
田
だ
け
で

も
闘
固
に
つ
き
四
時
間
二
皐
)。

は

ご

く

ふ

つ

う

さ
と
い
う
こ
と
も
大
き
い
よ
う
な
く
、
東
肯
定
そ
の
他
の
担
n

軒
甥
ま
た
、
育
穿
ξ
ち
な
い
人
の
だ
。
自
家
用
車
で
一
干
件
目
く
ろ
に
つ
と
め
る
女
性
も
同
じ
で
、

州
庄
た
め
に
、
産
後
一
年
間
、
授
乳
代
表
の
五
人
の
女
性
が
待
つ
い
で
出
社
と
い
う
人
が
多
い
。
育
係
宇
芝
っ
た
色
会
社
に
出
て

4
時
間
を
一
旦
時
間
自
分
の
好
て
い
て
く
れ
た
。
駐
車
場
は
た
っ
ぷ
り
あ
る
。
動
く
る
の
が
お
っ
く
う
に
な
り
、

き
な
時
間
に
と
れ
る
。
こ
の
五
人
の
方
々
、
写
真
の

務
時
聞
は
八
時
か
ち
四
時
で
あ
早
め
茎
支
下
め
て
し
ま
っ
た
と

こ
う
U
た
制
度
の
た
め
、
キ
と
お
り
大
変
若
々
し
い
の
だ
る
。

「
野
田
市
の
保
育
園
は
七
い
う
ふ
司
忌
無
責
任
な
ケ
l
ス

ッコ
1
7ン
の
女
性
の
勤
続
年
が
、
一

番
勤
続
が
短
か
い
人
で
時
半
か
皇
開
き
ま
す
。
園
に
あ
は
、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
で
は
皆
無

数
は
長
い
。
文
性
の
早
均
年
齢
十
四
年
。
子
供
は
一
人
と
い
う
ず
け
て
か
ら
出
社
し
て
一間
に
あ
だ
そ
う
だ
。

は
三
十
三
歳
で
あ
る
。
人
も
い
る
が
、
二
人
以
上
が
多
い
ま
す
し
、
帰
り
は
買
物
な
ど

こ
ん
な
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
の
中
く
、
四
人
と
い
具
え
も
い
る
。
し
で
も
五
時
に
は
家
に
帰
れ
ま

で
も
、
マ
マ
さ
ん
パ
ワ
l
按
群
動
椀
牢
…
紘
一
が
長
い
の
で
驚
く

す

U

e」

な
の
は
本
社
の
あ
る
野
田
と
い
と
、
も
っ
と
古
い
人
が
い
ま
す
。
野
田
市
に
住
ん
で
い
な
く

う
。
千
葉
県
野
田
市
は
、
い
う
十
年
以
卜
一
な
ん
て
と
く
ふ
つ
う
て
、
電
車
で
通
勤
し
て
い
る
と

で
寸
ょ
、
と
笑
わ
れ
て
レ
ま
つ
い
う
人
向
東
京
の
O
Lに
は

h

比

。

信

じ

A
耗
な
い
い
会
J

な
乙
と
を

乙
の
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
で
も
、
い
っ
た
。
「
十
八
年
閣
の
通
勤

嘗
は
工
場
官
働
く
産
は
子
ど
で
、
電
車
で
座
れ
な
か
っ
た
と

き
章
一
ん
で
も
働
き
つ
づ
け
て
と
は
一
度
も
あ

2
E学
ん
」

い
た
が
、
事
務
系
は
、
結
婚
の
東
京
の
方
は
通
勤
も
、
保
育

園
に
つ
れ
て
片
付
く
の
も
大
変
で

U
E
寸
も
の
ね
、
と
何
度
も
揺
が
出

山

町

市

Tι
。
主
」
も
亭
掲
唱
え
ず
働
く
に

問
酷
は
地
方
都
市
の
方
が
恵
草
れ
て

叫
申
い
る
ト
女
品
、

薄
明

Y
さ
ん
は
四
人
の
平
も
ち
で

あ
る
。
夫
は
幼
な
な
じ
み
で
市

役
所
勤
務
。
ご
く
当
門
前
に
長

女
(
小
五
一
)
、
二
女
(
小
=
一
)

を
生
ん
だ
。
自
分
の
父
母
と
同

居
し
て
お
り
子
供
を
見
で
も
ち

う
の
に
心
臨
は
な
か
っ
た
。
長

男
(
幼
稚
酒
)
を
生
ん
だ
あ
と

牢
子
で
四
人
目
を
み
ご
も
っ

た
。
四
人
産
ん
だ
例
は
キ
ッ
コ

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
株
式
会
社

働きつづけようという女性にとって、保育園が

ふえてきたいまも、乳児保育をするところは少な

く、出産、育児は、やはり大きなネックである。

労働省は育児休業制度の持及促進に力をいれてい

るが、現在、日本で育休制度を実施している会社

ち

安売~ ./'、来斥悶宥国告~
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置室重量晴|

眠麗胤 1
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量副量鍾岬IJ1 

-一明 ;
:置E盟団I
E園屋唖時|
".哩哩量直E
:..いき
圃・・In田園田.IA、
圃圃・圏直

圃・・.1画

る語物を史歴合uてベす酌扉
司

rで

半
年
前
く
ち
い
に
辞
め
て
花
嫁

国
修
符
を
し
-ea--と
い
う
の
が
普

制
適
だ
っ
た
。
か
わ
っ
て
き
た
の

ん
/
は
と
の
十
数
年
だ
と
い
う
。
乙

戸

の
五
一
人
の
中
で

一
番
大
き
い
子

コ
ど
も
は
小
学
校
六
年
だ
が
、
「
乙

刊

の
平
か
で
き
た
と
き
、
職
場
に

す
で
に
子
も
ち
の
先
輩
が
お

福
利
厚
生
に
カ

を
入
れ
た
歴
史

出
産
に
対
し
て
、
制
度
が
完

備
し
て
い
る
の
は
、
キ
ッ
コ
ー

マ
ン
の
伝
統
と
関
係
が
あ
り
そ

ス
品
匂
地
域
と
一
体
に
な
っ
て

福
利
厚
生
に
力
を
入
れ
て
き
た

歴
史
が
あ
る
。

一
八
六
二
年
(
文
久
二
年
て

こ
の
こ
ろ
装
だ
個
人
警
の

時
代
だ
が
、

H

墾
生
所
H

を
つ

く
っ
て
、
地
域
住
民
@
健
康
保

持
に
つ
と
め
た
。
近
代
企
業
と

な
っ
て
か
ろ
も
、
い
ち
皐
く
鯵

療
所
を
つ
く
り
、
こ
れ
が
発
達

し
て
大
正
三
年
に
は
病
院
に
。

憧
康
保
険
組
合
が
で
き
た
の
は

(揮3種郵便物関可)第 922号
第 922号

女
性
の
た
め
の
相
続
税
読
本

思ったことや、お知らせしたみ九なのベ ジです

いことが晶ったら自由に刑用して下さい奇覇里郡

読
み
や
す

き
で
好
評

関
西
税
理
士
グ
ル
ー
プ
が
出
版

(揖 3種郵情物蛇可l(5) 
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九
州
の
玄
関
口

・
北
九
州
市
八
幡
区
に
、
世
界
で
も
は
じ
め
で
と
い
う
大
宇
宙
公
園
「
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
」

が
建
設
中
だ
。
四
月
一
日
開
園
に
向
け
、
準
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
る
。

「
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
」
は
、
宇
宙
を
テ
l
マ
に
し
た
、
学
ぴ
と
遊
び
を
融
合
し
た
夢
の
空
間
だ
。
学
び
な

が
ち
宇
宙
を
H

体
験
H

し、

夢
と
ロ
マ
ン
で
宇
宙
の
也
界
を
さ
ぐ
り
、
そ
し
て
楽
し
む
。

金
敷
地
面
積
三
十
三
万
平
方
以
と
い
う
広
大
な
面
積
に
、
パ
ピ
リ
オ
ン
が
六
つ
。
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
援

が
八
つ
。
広
場
が
二
つ
。

レ
ス
ト
ラ
ン
が
四
つ
。
さ
ら
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
底
。
六
千
台
の
駐
車
場
。

ζ
れ
は

規
演
と
し
て
も
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
つ
ぐ
広
さ
で
あ
る
。

〈土曜日〉B
 
o
 

a--月2
 

匡

一

六
つ
の
パ
ピ
リ
オ
ン
の
中
で
も
、

け

=
番
の
よ
び
も
の
は
「
ス
ペ
ー
ス
ド

同

一
l
ム」

。一一
十
一
世
紀
後
半
の
宇
宙

川

一
旅
行
を
、
い
ま
体
験
で
き
る
場
所
だ
0

4
、
一
乙
の
ド
1
ム
に
入
場
し
た
客
は
宇
宙

4
E
-

一一
に
う
か
ぶ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
H

コ
ス
モ

一
ピ
ア
μ
に
向
う
。
μ
シ
ャ
ト
ル

・
オ

-

一
ビ
タ
H

と
い
う
宇
宙
船
に
乗
る
の
だ
。

一

H

コ
ス
モ
ピ
ア
H

で
疲
れ
を
い
や

一
し
た
あ
と
ツ
ア
ー
に
旅
立
つ
。
一
一
一
つ

一
の
ツ
ア
ー
が
あ
り
、
一
つ
は
月
面
に

一
人
類
が
建
設
し
た
地
下
都
市
。
も
う

=
つ
は
太
陽
系
一
周
ツ
ア
l
。
さ
ろ

一
に
は
、
白
鳥
座
第
m
巾
星
雲
ブ
ラ
ッ
ク

一ホ
l
ル
に
向
っ
て
超
高
速
で
掛
り
抜

一
け
る
旅
。
ど
れ
も
圧
倒
的
な
ス
リ
ル

一
と
サ
ス
ペ
ン
ス
だ

一
ス
ペ
ー
ス
ド
l
ム
は
世
界
最
新
、

一
最
大
の
ド
l
ム
で
、
ふ
つ
う
の
博
覧

L
U1
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(第 3種郵便物認可
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固
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司
直

会
の
パ
ピ
リ
オ
ン
な
ど
の
四
l
六
倍

の
規
横
、
九
十
分
に
わ
た
っ
て
楽
し

め
る
。そ
の
他
の
パ
ピ
リ
オ
ン
は
|
|

「
ス
テ
ラ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
」

。
超

マ
ル
チ
映
像
パ
ピ
リ
オ
ン
。
フ
ァ
ン

タ
ジ
ッ
ク
ミ
ス
テ
リ
ー
ロ
マ
ン
の
世

界
を
く
り
広
げ
る
。

「
コ
ズ
ミ
ッ
ク
ア
イ
」
古
代
か
ら

現
代
ま
で
の
人
類
の
宇
宙
観
の
変
還

を
体
験
す
る
。

「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
l
シ
ア
タ
ー
」

。

た
て
二
一
M
州
、
横
二
八
討
の
巨
大
な

ス
ク
リ
ー
ン
で
の
、
エ
キ
サ
イ
テ
ィ

ン
グ
な
映
像
体
験
を
味
わ
う
。

「
コ
ス
メ
デ
ィ
ア
・
ジ
ュ
ピ
タ
ー
」

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク

ス
を
駆
使
し
た
ス
タ
ジ
オ
。

「
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
」
で
力
を
、

入
れ
て
い
る
の
は
「
ス
ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
見
学
ツ
ア
l
」
だ
。
ス
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
の
訓
練
風
景
や
キ
ャ
ン
プ

施
設
等
を
見
る
。
約
五
十
分
で

一
通

り
見
る
ツ
ア
ー
か
ら
、
児
童
、
生
徒

を
対
象
に
何
泊
か
し
て
研
修
す
る
ツ

ア
ー
ま
で
、
い
く
つ
も
の
コ
l
ス
が

予
定
さ
れ
て
い
る

(
す
べ
て
予
約

久
々
に
面
白
い
映
画
と
出
会
っ
た
。
ト
l
チ
ソ
ン

グ
と
い
う
の
は
安
ぽ
つ
い
恋
歌
、
ト
リ
ロ
ジ
1
と
は

三
部
作
の
と
と
、
そ
し
て
ゲ
イ
の
歌
い
手
の
話
だ
と

問
い
た
だ
け
で
は
観
客
動
員
は
雛
し
い
。
確
か
に
間

性
愛
の
男
た
ち
を
衝
い
た
映
画
に
は
遣
い
な
い
の
だ

が
、
入
閣
の
ド
ラ
マ
だ
。
原
作
は
、
キ
ヱ
穿
」
演
じ
る

ハ
l
ベ
イ

・
フ
ァ
イ
ア
ス
テ
ィ
ン
が
笛
い
た
喜
劇
三

部
作
で
、
舞
台
劇
と
し
て
ヒ
ッ
ト
を
続
け
二
度
も
受

賞
し
た
作
品
で
あ
る
。
だ
か
ら
台
飼
が
、

言
い
た
い

乙
と
を
明
瞭
に
伝
え
て
く
る
。
そ
の
上
、
役
者
が
う

ま
い
か
ら
一
我
に
か
え
ら
せ
る
と
と
な
く
、
笑
わ
せ
た

り
、
泣
か
せ
た
り
す
る
。
何
よ
り
も
、
ゲ
イ
も
人
間

だ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
強
烈
だ
。

制
)
。

土

、
目
、
祭
臼
は
夜
九
時
ま
た
は
十

乙
れ
は
ア
メ
リ
カ
・
ス
ペ
ー
ス
キ
時
ま
で
開
園
す
る
予
定
で
、
九
州
の

ャ
ン
プ
財
団
と
の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
新
名
所
に
な
り
そ
う
だ
。

に
よ
っ
て
実
現

υた
も
の
で
、
ア
メ
こ
の
「
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
」
が

リ
カ
以
外
の
国
で
は
じ
め
て
の
宇
宙
誕
生
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の

体
験
学
習
施
設
。
本
物
そ
っ
く
り
の
は
、
一
九
八
七
年
、
新
日
本
製
鉄
株

装
置
で
学
習
、
体
験
で
き
る
。

式
会
社
が
米
国
ア
ラ
パ
マ
州
ハ
ン
ツ

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
鮫
は
八
ビ
ル
市
の
米
国
ス
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

っ
。
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
、
コ
l

財
団
と
契
約
を
結
び
、
日
本
で
の
ス

ヒ
l
カ
ッ
プ
、
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
実
施
権
を
獲
得
し

と
い
っ
た
公
園
に
は
っ
き
も
の
の
乗
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。

物
や
遊
具
の
広
場
だ
が
、
い
ず
れ
も
新
日
鉄
は
ス
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
だ

宇
宙
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
や
け
で
な
く
、

M

宇
宙
体
験
ラ
ン
ド
H

あ
そ
び
で
、
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
と
い
っ
た
、
世
界
で
も
例
の
な
い
大

宇
宙
公
園
を
つ
く
ろ
っ
と
い
う
侮
惣

を
た
て
た
。
そ
し
て
、
新
日
鉄
グ
ル
ー

プ
を
中
心
に
、
北
九
州
市
、
植
岡
県
、

そ
の
他
中
央
、
地
元
の
企
業
の
出
資

協
力
で
、
株
式
会
科
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー

ル
ド
」
が
で
き
、
こ
の
夢
の
ょ
っ
な

構
惣
が
実
現
を
見
る
こ
と
に
な
っ

た
。「
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
」
が
北
九

州
に
で
き
る
と
と
に
つ
い
て
同
社
は

「
九
州
に
は
、
宇
宙
開
発
事
業
団
の

種
子
島
、
文
部
省
宇
宙
科
学
研
究
所

の
内
の
浦
と
い
う
日
本
の
代
表
的
宇

宙
開
発
援
砲
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
九

州
は
日
本
で
も
っ
と
も
宇
宙
と
関
わ

り
の
深
い
、
宇
宙
に
近
い
土
地
。
そ

こ
に
宇
宙
に
向
っ
て
開
か
れ
た
H

出

島
H

を
つ
く
り
た
か
っ
た
」
と
い
う
。

加
え
て
、
北
九
州
は
本
州
に
も
っ

と
も
近
い
九
州
の
玄
関
口
、
宍
通
の

嬰
街
。
「
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
」
を

起
爆
剤
に
し
て
、
H

北
九
州
の
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
H

を
、
と
意
気
ご
ん
で
い
る
。

「
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
」
所
在
地
・

干
鵬
北
九
州
市
八
幡
東
区
枝
光

一

ー了一

宮
3
5・6
7
1
・

2
1
1
10
ス
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
部

O
Q
H
d

・6
7
1
・2
9
7
0

交
通
マ
J
R鹿
児
島
本
線
枝
光

駅
徒
歩
五
分
マ
J
R
鹿
児
島
本
線

八
幡
駅
パ
ス
十
分
マ
J
R新
幹
線

パ
ス
九
十
分
マ
北
九
州
高
速
道
・
大

小
倉
駅
パ
ス
三
十
分
マ
福
岡
空
港
谷
イ
ン
タ
ー
か
ら
車
五
分
。

、遊びと学びの夢の空間ミ
北九州市八幡区に4月1日オープンヘ

開園に向け準備急ピッチに進む

て
い
る
。

お
祭
り
や
シ
ョ
ー
な
ど
も
開
け
る

広
場
が
こ
っ
。

レ
ス
ト
ラ
ン
や
フ
ァ

ー
ス
ト
フ
l
ド
の
庖
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
の
庖
も
あ
る
。
后
は
H

宇
宙
グ
ッ

ズ
M

も
あ
り
H

九
州
物
産
館
M

も
あ
り
、

乙
れ
も
楽
し
め
そ
う
だ
。

入
園
料
金
は
大
人
千
八
百
円
、
中

・
高
生
千
二
百
円
、
幼
児
・
小
学
生

八
百
円
。
遊
戯
施
設
利
用
料
金
は
三

百
円
か
ら
五
百
円
。
セ
ッ
ト
券
、
一

日
フ
リ
l
パ
ス
も
検
討
中
で
、
こ
れ

は
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
よ
り
も

安
い
。
年
間
三
百
五
十
目
、
酬
明
九
時

か
ち
夕
方
六
時
ま
で
。
夏
期
、
金
、

主
人
公
ア
l
ノ
ル
ド
は
、
子
ど
も
の
頃
一
、
永
Y

ク
レ

ス
を
つ
け
口
紅
を
手
に
し
て
い
る
と
乙
ろ
を
母
親
に

見
つ
か
る
。
な
ぜ
か
わ
か
ち
な
い
が
生
ま
れ
つ
き
の

性
癖
だ
っ
た
。
女
性
の
恋
人
も
い
る
男
と
恋
に
お
ち

る
が
、
男
同
士
の
恋
愛
も
当
然
な
が
ら
男
女
と
関
係

と
変
わ
る
と
と
ろ
が
な
い
。
嫉
妬
も
別
れ
も
再
会
も

あ
り
、
第
二
の
恋
人
と
の
出
会
い
も
死
も
あ
る
。
両

刀
づ
か
い
だ
と
言
い
続
け
て
い
た
男
が
「
僕
は
も
う

四
十
だ
。
ハ
ン
パ
な
生
き
方
は
で
き
な
い
」
と
言
っ

て
婆
と
別
れ
、
ァ
l
ノ
ル
ド
の
も
と
に
や
っ
て
く
る
。

誰
と
い
っ
し
ょ
に
い
る
時
が

一
番
幸
せ
か
、
と
い
う

選
沢
の
結
果
な
の
で
あ
る
。

男
同
士
の
結
婚
も
、
そ
う
い
う
カ
ッ
プ
ル
が
肇
子

縁
組
を
し
て
子
ど
も
を
も
っ
と
と
も
受
け
入
れ
ろ
れ

て
い
な
が
ら
、
男
女
閣
の
性
だ
け
が
H

正
常
u
と
い

う
意
識
は
ア
メ
リ
カ
で
も
抜
き
が
た
い
の
だ
ろ
う
。

ア
l
ノ
ル
ド
は
母
親
と
の
対
決
で
「
僕
を
見
下
げ
る

な
ら
出
て
行
っ
て
」
と
叫
ぶ
。
同
性
愛
の
物
語
が
心

に
ひ
び
く
の
は
、
お
互
い
を
結
び
つ
け
て
い
る
の
が

愛
と
尊
敬
だ
け
だ
か
ろ
だ
。
社
会
と
の
つ
な
が
り
の

ほ
う
に
置
き
を
お
く
男
は
、
相
手
表
}
人
間
と
し
て
愛

し
て
い
る
か
ど
う
か
で
悩
茎
な
い
し
、
社
会
が
容
れ

な
け
れ
ば
、
ゲ
イ
も
レ
ズ
も
サ
ド
も
マ
ソ
も
人
閣
の

性
癖
の

一つ、

と
は
認
め
よ
う
と
し
な
い
。

自
分
が
組
す
る
世
界
の
ほ
う
が
正
し
い
と
、
迷
わ

ず
信
じ
る
人
の
多
い
世
の
中
は
恐
い
。

「
人
は
穫
も
が
多
か
れ
少
な
か
れ
性
的
に
倒
錯
し

て
い
る
の
だ
。
」
ー
l
『
風
を
野
に
追
う
な
か
れ
』

小
倉
千
加
子
(
講
談
社
)
よ
り
。

鈴
木

陽
子

ア
メ
リ
カ
東
海
岸
の
巻
ゑ
孫

Y
さ
ん
は
時
々
カ
ワ
カ
マ
ス
も

と
り
(
乙
れ
は
子
供
で
は
む
ず
か

し
い
ら
し
い
)
届
け
て
く
れ
た
。

歯
は
ど
う
猛
だ
が
味
は
海
の
カ
マ

ス
に
似
て
淡
白
で
お
い
し
い
。

Y
さ
ん
は
海
に
釣
り
に
行
く

と
、
釣
り
人
は
ス
ナ
ッ
パ
!
と
よ

ん
で
い
る
が
、
タ
イ
で
は
な
く
て
、

ど
う
考
-
え
て
も
小
ア
ジ
と
し
か
思

え
な
い
サ
カ
ナ
が
釣
れ
る
と
い
っ

スマカワカ、.
ELM-し

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ

町
は
、
メ
イ
ン
道
路
か
ち
ち
ょ

っ

と
奥
に
入
る
と
、

一
区
画
一
エ
ー

カ
ー
(
千
百
坪
)
以
下
の
家
は
な

い
。
康
邸
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
ん

な
邸
宅
の
一
つ
、

一
方
坪
近
い
大

金
も
ち
の
家
に
、
日
本
人
Y
さ
ん

が
、
庭
師
と
し
て
住
み
と
ん
で
い

た
。屋
敷
の
裏
は
小
さ
な
湖
で
、
わ

が
家
の
子
ど
も
た
ち
は
、

Y
さ
ん

に
教
わ
り
淡
水
魚
釣
り
を
教
わ
っ

た
。
子
ど
も
で
も
釣
れ
る
の
は
、

ブ
ル
l
ギ
ル
、
た
ま
に
ブ
ラ
ン
ク

パ
ス
。
こ
れ
ち
は
み
な
サ
ン
フ
ィ

シ
シ
ュ
科
の
サ
カ
ナ
で
あ
る
。
海

の
マ
ン
ボ
ウ
も
サ
ン
フ
ィ
ッ
シ
ュ

と
い
う
が
、
淡
水
の
そ
れ
は
、
マ

ン
ボ
ウ
と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
小

魚
だ
。
ブ
ル
l
ギ
ル
は
イ
ボ
ダ
イ

の
よ
う
な
形
で
、
エ
ラ
の
と
こ
ろ

が
筒
い
。
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ス
は
黒
く

て
形
は
少
し
長
め
。
と
れ
色
の
サ

カ
ナ
は
日
本
に
も
移
殖
さ
れ
て
い

る
が
、
ゲ
ー
今
ィ
ッ
シ
ュ
と
さ

れ
、
生
活
力
が
強
く
ふ
え
す
ぎ
る

と
い
う
の
で
目
の
敵
に
さ
れ
殺
さ

れ
た
り
し
て
い
る
。
食
べ
て
み
れ

ば
結
梅
お
い
し
い
の
に
可
家
相

だ。

h
u
p
u
-
-

一汐

キ

掛
苅
ス

」
ヰ

E
P
ウ

レ
ヵ
ー

ノ

ツ

モ
ニ
l
v
f
弾

!

'

ー

へ

レ

第

』

ブ

L

L
1
ァ
芹

-
ノ
ュ
イ

「
l

ピ

ウ

ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
l
側
で
は
、
ス

コ
ッ
チ
タ
イ
プ
で
あ
り
な
が
ら
、
充

来
の
ウ
イ
ス
キ
ー
と
は
異
な
る
大
変

麦
芽
一
(
い

δφ
の
。
ピ
ュ
ア
プ
レ
ン

ド
ウ
イ
ス
キ
ー
H

を
開
発
、
第
一
一
帯

と
し
て
「
オ
l
ル
モ
ル
ト
」
(
ア
ル

コ
ー
ル
度
数
四
三
傷
、
七
五
o
d
)

を
二
月
八
日
に
発
売
し
た
。

現
在
、
市
販
さ
れ
る
ス
コ
ッ
チ
タ

イ
プ
の
ウ
イ
ス
キ
ー
は
、
大
変
麦
芽

を
原
料
に
単
式
蒸
留
機
で
つ
く
る
モ

ル
ト
原
酒
の
み
の
H

ピ
ュ
ア
モ
ル
ト

ウ
イ
ス
キ
ー
H

と
、
こ
の
モ
ル
ト
原

酒
に
、
大
麦
麦
芽
と
と
う
も
ろ
こ
し

等
の
穀
類
を
主
原
料
に
連
続
式
蒸
留

機
で
つ
く
る
グ
レ
ー
ン
原
酒
を
ブ
レ

ン
ド
し
た
H

ブ
レ
ン
デ
ッ
ド
ウ
イ
ス

キ
ー
H

の
二
種
類
。

新
開
発
の
H

ピ
ュ
ア
ブ
レ
ン
ド
ウ

イ
ス
キ
ー
u
は
、
大
麦
麦
芽
一

(い

δφ

を
原
料
に
連
続
式
蒸
留
機
で
つ
く
っ

た
モ
ル
ト
原
酒
と
、
単
式
蒸
留
機
に

よ
る
モ
ル
ト
原
酒
を
プ
レ
ン
ド
し
た

も
の
。
乙
の
方
法
で
、
ピ
ュ
ア
で
ナ

チ
ュ
ラ
ル
な
、
と
れ
ま
で
と
遣
う
お

い
し
さ
を
も
っ
新
し
い
ウ
イ
ス
キ
ー

が
誕
生
し
た
0

・:
富
士
美
術
館
第
1
・
2
・
3
展
示

大

変

麦

芽

の

み

を

原

料

と

し

て

い

室

内

容

:

・

同

館

収

蔵

品

の

中

か

ら

る

の

で

、

雑

味

の

な

い

柔

ら

か

な

香

新

春

に

ふ

さ

わ

し

い

絵

画

な

ど

約

問

味

と

、

な

め

ら

か

な

口

当

り

の

良

さ

点

を

震

覧

入

場

料

・

一

般

刷

円

が

特

徴

。

ま

ろ

や

か

な

味

わ

い

な

の

(

悶

円

)

、

大

高

生

制

円

(

捌

円

)

、

で
ス
ト
レ
ー
ト
で
も
全
く
刺
激
を
感

V
館
蔵官
木津
の
美
名
品
展

(E
)
中
小
生
一
川
円
(
則
円
)
(
)
内
初
人

じ
さ
せ
ず
、
飲
み
や
す
く
、
あ
き
が
一
|
|
絵
画
・
陶
磁
器
-
漆
器・

青
銅
以
場
団
体
料
金
問
い
合
わ
せ
・
叫
酬

と
な
い
。

一

器・

調
度
1
1

富
士
美
術
館
一T
川
明
静
岡
県
富
士
宮

「オ
l
ル
モ
ル
ト
」
は
、
ゆ
る
や
一
会
期

:
2月
お
日
(
日
)
ま
で
※
市
上
条
1
6
5
4
8
Q
b
4
4
・
日

か
な
丸
味
と
く
ぼ
み
を
も
っ
用
鏑
形
一
会
期
中
無
休
叩
時
i
げ
時
場
所
・

2
5
5
0

の
美
し
い
ガ
ラ
ス
ボ
ト
ル
入
り
で
、
一

価
格
は
ニ
四
五
O
円

。

一

弘

同
社
で
は
、
「
オ
l
ル
モ
ル
ト
」
一

発
売
を
記
念
し
て
、
一
本
に
一
個
、
一

室
d
lル
モ
ル
ト
グ
ラ
ス
H

を一

邑

医

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
さ
ら
に
応
募
者
の
中
一

川

一一

か
ら
、
六
週
連
続
、
毎
週

λ
円

δ
一

ぽ

人
に
、
個
人
の
名
前
を
ロ
ー
マ
字
で
一
ょ

一
六
吋
ヤ

プ
リ
ン
ト
し
た
、
ボ
ト
ル
と
同
裂
の
一
〉
恥

む

特
製
H

名
入
れ
セ
ミ
ク
リ
ス
タ
ル
デ
一

ノ

咽
唱
‘

キ
ャ
ン
タ
H

(

写
真
・左
)
を
プ
レ
ゼ
一

ン
ト
し
て
い
る
。

おい
小アジもいました/

て
い
た
。
ア
ジ
や
そ
れ
に
似
た
サ

カ
ナ
は
魚
屋
で
見
た
と
と
も
な

く
、
釣
り
好
き
な
人
か
ろ
も
聞
い

た
乙
と
も
な
か
っ
た
。
へ
!
と
驚

く
私
に
、

Y
さ
ん
は
、
そ
の
、

2
D

釣
り
に
行
き
ま
し
ょ
A
メ
」
い
っ
て

い
た
が
、
帰
国
し
て
し
ま
っ
た
。

ア
ジ
の
と
と
も
忘
れ
て
い
る
う

ち
、
わ
が
家
も
帰
国
が
決
ま
っ
た
。

出
発
が
せ
ま
っ
た
あ
る
目
、
息
子

の
仲
よ
し
の
エ
デ
ィ
の
パ
パ
と
エ

リ
ッ
ク
の
パ
パ
が
、
息
子
を
海
に

釣
り
に
つ
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。

ビ
ニ
ー
ル
袋
い
っ
ぱ
い
の
え
も
の

は
l
l
ま
さ
し
く
小
ア
ジ
だ
っ

た
。
体
長
六
1
七日
ン。

私
が
帰
国
の
単
備
で
大
変
だ
ろ

う
と
、
サ
カ
ナ
嫌
い
の
エ
リ
ッ
ク

の
マ
マ
が
、
一
つ
一
つ
頭
と
ハ
ラ

ワ
タ
を
と
っ
て
、
が
ク
リ
l
、〆

に
し
て
く
れ
て
い
た
。
暇
の
あ
る

時
だ
っ
た
ら
、
小
ア
ジ
ず
し
に
す

る
の
に
な
あ
と
残
念
に
思
い
な
が

ら
、
窟
揚
げ
に
し
南
蛮
づ
け
に
し

て
平
ら
げ
た
。

ど
う
し
て
と
の
サ
カ
ナ
を
タ
イ

と
同
じ
く
ス
ナ
ッ
パ
!
と
よ
ぶ
の

か
:
・
・
:
は
い
ま
だ
に
わ
か
ら
な

い
。

(

閉
T
枝
子
)

〔
と
の
項
終
わ
り
〕融協及普よF

1

噌，，内Mさお会産水本日駄

等調季初場3・

一口メモ

--4'乏缶、.b~

絹伊〉守勢〈

アジ (アジ制〉
近海ものの代表のように思わ

れているアジも、いま輸入が盛

ん。 ドーパー海峡のアジが、日

本人向きということで珍重され

るというから、なんとも 「食料

輸入大国」だ。マアジは大きさ

により小アジ、中アジ、大アジ

等よぶ。、ムロアジはマアジより

脂肪が少U、。クサヤはムロアジ

の干物。
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冷蔵庫用強力脱臭剤
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四季の花と牧場

Bノ百荘'→貴女…別荘ですノ I.:.-J~ l J I I 1 '"c: 11 ¥J+ I •. n 
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ご自由にお使い下さい。
全l再婦人新聞社が厚生事業の e環~ L てすープンした「部須荘J も、おかげ織で、太君I: H.l'l' ~mております

伝は石楠花、夏l孟ツツジや山ユリ、秋l孟紅襲、冬はスキーと四季術り打「りの変化があって策しさ十二分です。

近〈には、千二本怯 ・南ケ丘牧場をはじめ、 りんどう湖、郎須ロイヤルセンター.ハ イランドバークとレジャー

にも事欠きません。日のがiに立ちはだかる郎須岳ーの登山ふちょっとlEを伸ばすだ11，

榔手(i，::;"1名物の山菜料l'f.やジンギスカン料用を味わえるドライブイン bす〈・そニですa
研修ゃγ門会 jj-策に. t.M.秋冬を泊して.おれ経にご利Jfl下さい.

マ全l吋婦人新聞社「部付i:lIj

マあし J R東北本線!.I.¥磁駅ド・"郎iiI湯本ij-j パスで新同ド・1阜、従少10分.

マ佐川料 舞料ー jUL ガス・司~，t ・水道その{也の管l'I'.'J足 IIH Lて 1人 1i(12，ooo11J必要です

マ1/'し込み ー全l司婦人新聞社 〒160点JI';都新1111ベ丙新W3ー 7-28'i;:f丙新liiピル

宮 03-343-1846(東京)

06-771-7415 (大阪)
本社宛、二I商求下さい

受付時間...9: 00 -17 :00月曜日一金曜日(祝日を除く)

新しいハンフレットカ、できました

電話番号は、よくお確かめのうえおかげください

， 

大阪06(943)9800東京03(452)8000NECハ、ノコンインフォメーションセンター

旅立ちの時。いま、

〈技術的なご質問・ご相談に電話でお答えします 〉


